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コ ミ ュ ニ テ ィ
・ メ デ ィ ア セ ン タ ー と して の 公 共 図書館
＊
一 ア メ リカ 図書館協会 と戦時情報局の 戦時情報政策一
吉 　田 　右 　子
＊ ＊
　第 二 次世界大戦 で は あ ら ゆ る メ デ ィ ア が 戦力 と して 使 わ れ ，公 共図書館も ま た 戦時情報
の 伝達機閧 と して 重要 な役割 を果 た した 。本稿 で は ア メ リ カ 図書館協会 （ALA ） と戦 時情
報局 （OWD に よ る戦 時情報サ ービ ス を 分析す る こ と に よ っ て ，ア メ リ カ の メ デ ィ ア 政 策
に お け る 公共図書館 の 位置 づ けを解明 した。両者 の 協 同関係 に 基 づ く情報提供 サ ービ ス を
検討し た結果，第二 次 世 界大 戦 期 に 公共 図書館は ，市民 に対 し必 要な情報を適切 に媒介す
る 戦時情報 セ ン ターと して メ デ ィ ア 戦 略 の 一端 に 位置 づ け られ て い た こ とが 明 らか に な っ
た 。 また 公共図書館 の 戦時情報 サ ービ ス は 印刷資料 に 限 ら ず，映像資料を含む多種 の メ デ
ィ ア を 通 じて 行 わ れ て い た こ と を ，ALA と OW 畳の 連携活動 を検討 す る なか か ら示 した 。
そ して デ モ ク ラ シ
ー社会 を支え る 見識 あ る 市民 に と っ て，円 滑 な情報流通 が 極 め て 重要 で
あ る と の 認 識 が 両者 の 情報提供 サ ービス の 理念的基 盤 に あ っ た こ と を結論 と し た 。
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1．1　戦時体制下 に お け る ア メ リカ公 共図書館
　 ア メ リ カ社会 に お ける市民 レ ベ ル で の メ デ ィ ア
の 影響力 を背景 に ， 第二 次世 界大戦 で は 多様 なメ
デ ィ ア が 戦 力 と して 使 わ れ た
1）
。 印刷 物 ・ラ ジ
オ ・映画 は戦時情報 の た め の 主要 な情報源 で あ っ
た 。 公共図書館 も また戦 時情報 の 伝 達機関 と して
重 要 な 役 割 を 果 た し た 。 本 稿 で は ， ALA
（American 　Library 　Association，以 下 ALA ） と政
府 の 情報 機 関 で ある 戦 時情報 局 （Office　of 　War
Information ， 以下 OWI ）に よ っ て展 開 され た戦
時図 書館サ ービ ス を追 っ て い くな か で ，公共 図書
館が ア メ リ カ の メ デ ィ ア政策 に どの よ うに位置づ
けら れ て い たか を明 ら か に す る 。
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　第二 次世界大戦 の 開始 と共 に 公共 図書館界 は戦
時体 制 へ の 対 応 をせ ま られ た 。 1940年 に ALA 理
事会 は 「国防活動 と図書館 に 関す る 委員会」を発
足 させ ， 12 月 に 評議会 が 「国防 と図書館 に 関す
る 声 明」
「
を発表 した。 1941年 12月 に は 「戦時 図
書館 サ ービ ス に 関す る 声明」が勧告 され ， 図書館
が戦 時体 制下 に お い て 果た す役 割が 明示 され た 。
1942年 に ALA は 第一次 世 界 大戦 の 際 に行 わ れ た
戦線 へ の 図書 サ ー ビス を再 び 開始 した
2）
。 全米 の
図書館の 実質的な活動 目標 は ， す べ て 戦勝 プ ロ ジ
ェ ク トと して方 向づ け られ た 。 ま た フ ァ シ ズ ム 国
家体 制に 対 する批判 の 高 ま りは ， 図書館界 で の 言
論 の 自由 に つ い て の 議 論 を活性 化 させ ，図 書館が
コ ミ ュ ニ テ ィ に お ける民主主義の 牙城で ある こ と
へ の 認識 を高め る こ と とな っ た 。 本稿で は第二 次
世界 大戦期 に 公共 図書館が 戦 時情報 セ ン ターと し
て 果 た した役割 を ， 連邦政府の 情報政策 と図書館
界 の 動 向に そ っ て 詳 し く分 析す る 。
1．2　先行研究
　第二 次世 界大戦 中 ，内外に向けて 宣伝 ・広報活
動 を行 な っ た OWI に つ い て は ，す で に 多 くの 先
行 研 究 が 存 在 す る 。 ト ム ソ ン （Charles　A ．
Thomson ） は ， ア メ リ カ 政府 に よ る 海外情報サ
ー ビ ス を論 じ，OWI が 果 た した役 割 を精 緻 に 論
じて い る
3｝
。 トム ソ ン と レ イ ブ ス　（Walkcr 　H ．
Laves）の 別の 著作 で は ， 1930年代 か ら 1950年代
に 到 る ア メ リ カ の 文化外 交 政 策 を討 究 す る 中 で
OMq に 論及 して い る
4｝
。 ウ ィ ン ク ラー　（Allan　M ．




　図 書館研 究 に お け る先行研究 と し て は ， ア メ リ
カ 図書 館界 の 文化外 交政 策の 中 で ，OWI が 展 開
した 図書及び 図書館サ ービ ス に か か わ る活動 を取
り上 げた ，ク ラ ス キ 　（Gaiy　E ．　Kraske）．の 著作が
ある
6，
。 また ス テ ィ ーロ ー （Frederick　J．　Stielow）
は ，戦 時期 に 図 書館 界 を率 い た ALA 事 務局長 の
マ イラ ム （Car】H ．　 Milam ） と米国 議会図書館館
長 マ ク リーシ ュ （Archibald　MacLeish ）に焦点 を
当て て ， ア メ リ カ 図書館 界の 戦時体制確立 に い た
る軌 跡 を，両者 の 関係 を検証す る なか か らた どっ
て い る
7｝
。 わ が 国で は ，今 ま ど子が 海外 に 設置 さ
れ た ア メ リ カ の 公共 図書館に つ い て 調査 し，占領
期 に わ が 国 に 置 か れ た民 間 情報 教 育局 （Civil
Information ＆Education 　Section ： CIE ）情報セ
ン ター （以下 ，CIE 図書館）の 源流 を こ れ らの 図
書 館 の 中に指 摘 して い る 8）。 また 村上 美代 治 は ，
第二 次 世 界大戦 下の ALA の 対 外活動 に 焦 点 を当




　以 上 の 先行研 究 は ， 図書館界 と OWI の 関係 を
対外 政策 に 着 目 し て 明 らか に した も の で あ っ た 。
本 研 究 で は ALA と OWI の 政 策 的 結 び つ き を
OWI 設立 期 ま で さか の ぼ っ て 検 証 し ， 先行研 究
で は十分 に取 り上 げられ て こ なか っ た 国 内活動に
つ い て 明 らか に しようと試 み る もの で ある。初期
の ALA と OWI の 結 び つ きを見て い くこ と に よ っ
て ，OWI の 図 書館 に対 す る 基 本 理 念 を明 らか に
す る こ とが で きる 。 それ は OWI が 海外 に設置 し
た 図 書館 の 政 策理 念の 源流 を探 る こ と で もあ り，
戦 後 わ が 国 に 置 か れ た CIE 図書館 の 原 型 が OWI
図書館に あ っ た こ と を考慮す る な らば ， CIE 図書
館 の 理 念 的基 盤 を明 らか にす る作 業 で も あ る 。
ALA と OW 【の 初期の 関係 に つ い て 分析 を行 な う
こ とは ，戦後わが 国 に移入 され た ア メ リ カ の メ デ
ィ ア 政策 及び ア メ リ カ 図書館思 想を検証 す る試 み
の 一端 と し て 位置づ ける こ とが で きる
聖ω
。
1．3 研 究の 目的
　戦 時 期 ，図 書館 は ア メ リ カ市民社会 に お い て デ
モ ク ラ シ ーに か か わ る きわ め て 重要 な社 会機関 と
し て 捉 え られ て い た 。 さ ら に 図書館 は多様 なメ デ
ィ ア を媒介 し ， そ れ 自身が 市民 に と っ て メ デ ィ ア
の
一種 と し て 機能す る こ とか ら ， 戦 時期 の メ デ ィ
ア 政策 の 中 に特定 の 位置 づ け を得 て い た 。 本稿 の
目的 は情報伝達 シ ス テ ム が社会 的に最 も重要性 を
帯 び る戦時下 に ，公 共図書館が ア メ リ カ 政府の メ
デ ィ ア 政策 の 中 に ど の よ うに 位 置 づ け られ て い た
か と い うこ と を検証する こ とに ある 。
　 また メ デ ィ ア 戦 と 呼ば れ た第 二 次世界大戦 に お
い て
， 図書館が 流通 を担 っ た媒体 は 印刷物 に 限 ら
な か っ た 。 図 書館は 映画に 代表 され る 視聴覚 メ デ
ィ ア に つ い て もそ の 供給セ ン ターと して 機能 して
い る 。 図書館が あ ら ゆ る メ デ ィ ア を通 じて 市民 に
情報 を届 け る体制は ，い か な る理 念 的基 盤 の 下 に
形成 され たの か ， そ して そ の 理 念に基づ い た政 策
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実践は どの よ うな もの で あ っ た の かが重 要 な課題
に な る 。 本稿 で は こ うした課題 を イ リ ノ イ大学所
蔵の ALA 文書 に基づ い て 明 らか に して い く
ID
。
2．OWI に つ い て
2．1 戦時情報 と関連組織
　 OWI は ， 第二 次世 界大戦 中 に企 図 さ れ た複 数
の 情報関連組 織の 複雑 な関係性の なか か ら立 ち上
げ られ た 機関 で あ る 。 こ こ で は OWI 設立 に い た
る 関連組織 に つ い て概観 して お くこ と と した い 。
ウ ィ ン ク ラ ーに よ れ ば
， 防衛業務 に 関 わ る最 初 の ．
情報組織 は ，ニ ュ ーデ ィ ール 期 の 情報 プ ロ グ ラ ム
を継 承 して ，政府資料に 関わ る ク リ ア リ ン グ ハ ウ
ス と し て 1939 年 9 月 に 設 立 され た 政 府 調査 局
（OGR ： Office　of 　Government 　Repor しs）で あ っ
た 。 ま た 危 機 管 理 局 （Office　of 　Emergency
Management ）の 中に 1941年 3 月に 設立 された情
報部 （Division 　of 　lnformation） も重要な 戦時情
報機 関 で あ っ た
12｝
。 さら に 1941 年 8 月 に は 情 報
調整局 （Officc　of 　the 　Coordinator　of 　lnformation）
の 中 に ， 対 外 情報 部 （FIS ：Foreign　Intelligence
Service　Branch ）が 設立 され た 。 こ れ は 後 に OWI
の 副 局 長 に な る シ ャ ー ウ ッ ド （Robert 　 E ．
Sherwood ）の 創案 に よ る もの だ っ た
］3｝
。 1941 年
10月 に設 立 され た情報局 （OFF ： omce 　of 　FactS
and 　Figures）は，ル ーズ ベ ル ト大統 領 の 構想 の
もと に生 まれ た組織で あ り， 局長 に米国 議会図書
館館 長 の マ ク リーシ ュ が 任命 さ れ た 。 OFF は 純
粋な プ ロ パ ガ ン ダ 機関 とは い えな い まで も，政 府
の 政策や戦時情報の 開示 を目的 と して 設立 され た
情報機閧 で あ っ た lq｝。
　 こ う して 1940 年代初 頭 に次 々 と新 し い 情報機
関が設立 された もの の ， こ れ らの 組織 に対 する 国
民 の 支 持率の 低 さや組織 内部の 構造 的問題 か ら ，
ア メ リ カ で は本格的な情報機関 の 設立が 望 まれ て
い た
15［
。 同時期，予算局 （Bureau 　of 　Budget ）が
「戦 時情報 局設立 に 向 け た 政 府情 報諸機 能 の 整理
統 合 」 （
“Consolidating　Certain　 lnformation
Functions　of 　the 　 Government 　i皿 o 　 an 　 Office　 of
War 　lnformation
”
）プラ ン を提示 した 。　 FIS は 同
プ ラ ン で 示 され た新設の プ ロ パ ガ ン ダ機関 に 吸収
され る こ と とな っ た ］6）。
　 1942年 6 月に 国内外 に 向け た 政府情 報 の 伝 達
機 関 と して OW1 が 設立 さ れ た 。　 OWI は OFF と
OGR の 機 能 を統合 し て い た 。 また COI に置 か れ
て い た対 外情報部が OM へ 移 管され た 。　 OWI が
一般市民 へ の 惰報伝 達 をそ の 主 な職務に して い た
の に 対 し，あ らた に 諜報機 関 と して 機能 する 戦略
局 （OSS ： Office　of 　Strategic　Servi⊂ es ）が設立 さ
れ
，
ア メ リカ の 戦時情報機 関 は情報機関 と諜報機
関の 機 能分化が 明確 に 図 られ る こ と とな っ た
17｝
。
22 　0WI の 組織 ：文化人 の 起用
　 ル ーズ ベ ル ト大 統領が OWI の 局長 と し て 選 ん
だ の は ，
’
政府 関 係 の 役職 とは 無縁 で あ り CBS ラ
ジ オ の ニ ュ ース キ ャ ス タ ーと して 高 い 人気 を誇 っ
て い た デ ーヴ ィ ス （Elmer 　Davis） で あ っ た 6 直
接 ， 面識が なか っ た デーヴ ィ ス を局長 に 起用 した
の は，彼の ジ ャ ーナ リス トと して の 力量 をル ーズ
ベ ル トが 高 く評価 した か ら であ っ だ
8｝
。
　 OWI 局長 に 就任 し た デ ーヴ ィ ス の ジ ャ ーナ リ
ス トと して の 経験 を，多 くの プ レ ス 関係者が 歓迎
したばか りか ，一般市民の 多 くが 彼の 局長就任 を
支持 した 。 彼の ニ ュ ース キ ャ ス ターとして の 人気
は 絶大 で あ り
，
デ
ーヴ ィ ス の 明瞭か つ 誠実 な語 り
口 は ラ ジ オ 聴取者 を惹 きつ け て い た 19｝。 OWI の
二 人 の 副局長 マ ク リーシ ュ や シ ャ ーウ ッ ドに比 較
す る と，デ ーヴ ィ ス は よ り冷静 な姿勢 で フ ァ シ ズ
ム と対 峙 して い た と ウ ィ ン ク ラ ーは指摘 して い
る 。 マ ク リーシ ュ らが 文学 活動 を通 じて ，市民 に
反 フ ァ シ ズ ム を積極 的 に 説 い て い た 同時期 ， デ ー
ヴ ィ ス は ラ ジ オ の キ ャ ス ターと して ニ ュ ース 報道
に 徹 して い た 。 デ ーヴ ィ ス が OWI 局長就任 を承
諾 し た の は ， ア メ リ カ の 参戦以 来 ，政府が 行 っ て
きた情報活動 の あ り方に 対 して 強 い 問題 意識 を持
っ て い た か らで あ っ た
20）
。
　局長 に就任 した デ ーヴ ィ ス は，真実 を市民 に伝
達 し市 民が 常 に 戦 時情報 を把 握 す る こ と を OWl
の 目標 と して掲 げた 。 デ ーヴ ィ ス は 「デ モ ク ラ シ
ー社会」に お い て ， 市民 は政策者の 行動 に つ い て
熟知すべ きで あ る との 強 い 信念 を持 っ て い た 。 デ
ーヴ ィ ス の 主張す る情報開 示 の 政 策は ，軍部 との
対 立の 中で 必ず しも全面的に 実行可 能で あ っ たわ
け で は な か っ た 。 しか しなが ら情報 開示 は OWi
の 最上位の 組 織 目標 とされ た2］J。
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　デ ーヴ ィ ス の 補佐役 と して ， マ ク リーシ ュ 及 び
シ ャ ーウ ッ ドが OWI の 副局長 を務め た 。 マ ク リ
ーシ ュ は 1941 年 6 月か ら館長 を務 め る ア メ リカ
議 会 図 書 館 に 特 殊 情 報 部 （DSI ： Division　of
Special　Information）を設 置 し，戦時情報収集 サ
ービ ス に 着手 し て い た
22）
。 さ ら に 同年 10月 に ル
ーズ ベ ル ト大 統領 の 任命 に よ っ て OFF の 局長 に
就任 した マ ク リーシ ュ は ，戦時期 の 図書館界 と連邦
政府の 媒介的役割を果 たす重要 な立場 に あ っ た
23）
。
　 議会 図書館内 に は すで に 戦時情報収 集 の ため に
政 治学者 の ラ ス ウ ェ ル （Harold 　D ，　Lasswei1） を
責任 者 とす る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 局が 置 か
れ ， ロ ッ ク フ ェ ラ ー財 団の 財政 的援助 に よ っ て 海
外の 主要新聞の 分析が お こ なわ れ て い た24〕。
　 OFF 局 長 と な っ た マ ク リー シ ュ は ，　 OFF が ア
メ リ カ 国 内 の 総 合的 な戦時情報機関 と し て 適切 な
機 能 を果 た して い な い こ とを認識 し，OFF の 機
能 を拡張 した新 しい タ イプ の プ ロ パ ガ ン ダ組織 の
計画 を構 想 しは じめ た 。 1942 年 2 月 20 日 ， マ ク
リーシ ュ は予算局長ス ミ ス （Harold 　Smith）へ 宛
て た 書簡の 中で ，政 府情報 の 流通 に つ い て 意見 を
述 べ て い る
Z51
。 マ ク リーシ ュ は こ こ で 政 府が 膺報
政 策 を明 白に打 ち出 す べ きで あ り， タ イム ラ グ を
最小 限 に して情報が 市民 に流 れ る こ とを情 報流通
の 要 件 と して 提示 し て い る 。 こ の 書簡 で マ ク リー
シ ュ は プ ロ パ ガ ン ダ全般 に関わ りなが ら ， 政府 各
機 関 との 調整の もと で 多様 な政府 1青報 を処 理 して
い く情報政 策組織 を提 案 した 。 また マ ク リーシ ュ
は メ デ ィ ア ご と に異 なる組 織が 戦時情 報 を扱 っ て
きた 状 況 を問題 とみ な し， 様 々 なメ デ ィ ア を統 合
的 に 扱 っ て い く こ と の 重 要性 に も論 及 し て い る 。
彼は 複数の メ デ ィ ア を，政府の 情報政策 に必要 な
テ ク ニ カ ル サ ー ビ ス とと も に 一元的 に 把握 し管 理
す る こ と の 重要性 を説 い た
26）
。
　 マ ク リ
ー
シ ュ は 情報 組 織 に 関 す る 試案 の な か
で ，ス タ ッ フ の 人選 に も言 及 し，国内情報 の 責 任
者 に つ い て 自身 はその 職 に適任で な い と述 べ て い
る。海外情報の 責任者に つ い て は ， プ ロ パ ガ ン ダ
を国際的 な局面か ら とら える能力 を持 っ た 人物 と
して シ ャ ーウ ッ ドの 名前 を挙 げて い る27）。 そ の シ
ャ
ーウ ッ ドは 数 ヶ 月後 ，マ ク リーシ ュ と と も に
OMq の 副局長 に 就任す る こ と と な っ た。
　劇 作家 で あ っ た シ ャ ーウ ッ ドは 1941 年 8 月に ，
COI に お い て 対外 的宣伝 を担当す る FIS の 設立 に
携 わ っ た 。 FIS 時代の シ ャ ーウ ッ ドは ， フ ァ シ ズ
ム へ の 対抗意識 を明確 に す る ジ ャ ーナ リ ス トや プ
ロ ー ドキ ャ ス ターを FIS に 動員 した 。　 FIS で は ラ
ジ オ 番 組 「ア メ リ カ の 声」 （VOA ： Voice　of
America ）を 通 じ て ， 全世界に 「ア メ リ カ ン ・デ
モ ク ラ シ ー」の 理 念 を ア ピール しよ うと試 み た。
FIS の OWI へ の 移 管 と共 に シ ャ ーウ ッ ドは OWI
の 副局長 に就任 した
Z8 ）
。
　 ウ ィ ン ク ラ ーは両 副 局長が 文学的立 場 を基盤 に
する きわめ て強 い 「デ モ クラ シー」擁護の 理 念を
共有 し て い た と指摘 し て い る 。 マ ク リーシ ュ ，シ
ャ
ーウ ッ ドは ，何 よ り もア メ リ カ を 「デ モ ク ラ シ
ー社会」 と位置づ け，フ ァ シズ ム 思 想へ 対抗す る
力 と し て 「デ モ ク ラ シ ー」 を擁護 し，そ の 思 想 を
ア メ リ カ か ら発信 して い こ うとす る姿 勢 に お い て
同 じ場所 に 立 っ て い た 。 両者は 当初，文学者 と し
て の 立場か ら間接的 に 政治的参加 を して い た 。 し
か し彼 ら が そ の 後，文学者 と し て の 政治的活動 に
とど まらず戦時政 策者 へ と転身 した の は ，自分 た
ちの 言 説を市民 に伝達 して い くこ と の 重要性 と ，
その た め の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 回路 を切 り開 くこ
との 必 要性を認識 した結果で あ っ た と ウ ィ ン ク ラ




　 OWI は ア メ リ カ の 戦時 情報 に関 わ る パ ブ リ ッ
ク ・リ レーシ ョ ン 全般 を担 っ て お り， ニ ュ ース の
配信 ， 政府各機関 か ら収 集 した 戦時情報 の 分析 に
もか か わ る機 関で あ っ た
30）
。 国内 向 けに は ，マ
ス ・メ デ ィ ア に対 す る情報 発信 サ ービ ス を主 体 と
す る 活動 を展開 し ， 国外サ ービ ス と して は 戦争 目
的や 戦時活動に関す る情報 を提供 し出版物 ，写真 ，
映像 を通 じて ア メ リ カ 国 家 自体 の ア ピール を行 っ
た 。 こ の 国外向 けの 情報 発信 は ア メ リカ の 生活様
式 を伝 える と同 時 に，ア メ リカ社会 と 「デ モ ク ラ
シ ー」 の 密接 な結 び つ きを国外 へ PR する こ と を
意図す る も の で あ っ た 。 トム ソ ン は OMq の 代表的
な文化 プ ロ ジ ェ ク トと して次 の 三 種類 を挙げ た
3D
。
  外国 人 ジ ャ ーナ リス ト， ラ ジ オ の コ メ ン テ
　　 ータ ー ， オ ピ ニ オ ン ・リーダ ーの ア メ リ カ
　　 へ の 招聘 。 ア メ リ カ の 戦 時政 策 と市 民 生 活
　　 の 見学 。
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　   ニ ュ ース の 配 信 及 び 図書 や雑誌 の 供給 。 雑
　　 誌記事 と図書資料の ク リ ッ ピン グ ， 文 書 ・
　　 ス ピーチ ・放送 の 抄訳作業。
　  国外 に お け る ア メ リ カ 図書館 の 設立 。 各図
　　 書館 コ レ ク シ ョ ン は ，ア メ リカ の 文学 的古
　　 典 ， 経 済学 ・政治学 ・社 会学 の 図 書 や科学
　　 技術 書 ，医学 書 ，政 府文書 ，報告 書 ， 雑 誌
　　 か ら構成 された 32｝。
　 こ うしたプ ロ ジェ ク トは，政府機関 か らの 出 向
者 だ け で な く多 くの メ デ ィ ア 関係者 をス タ ッ フ と
して 擁 して い た OMq の 多彩な メ ン バ ーに よ っ て
遂行 され た 。 ス タ ッ フ の 人選 は ニ ュ ース キ ャ ス タ
ー出身の デ ーヴ ィ ス の 幅 広 い 交友関 係 を生 か して
行 な われ た 。 OWI の 執行部に は 海外 経験豊 富 な
ジ ャ ーナ リス ト， ビジネス マ ン ，研 究者，職 業旅
行 家 に い た る 多様 な人材 が 起用 され た
33 ）
。 また
OWI の 活 動 の 一部 に は メ デ ィ ア 分析の た め の 社








うい ずれ も個性 的 な文 化人 に よ っ て 率 い られ た
OWI の 政策 理念の 中心 にあ っ た の は事実情報の
開示 で あ る 。 デ
ーヴ ィ ス は こ の 理念 を 「事実報 道
の 戦略」 （strategy 　of しruth ＞ と呼 び ， 国家の 軍事
作戦 や政策的交渉 に 抵触 する機密情報 を除 き，可
能 な 限 り多 く の 情 報 を 市 民 に 伝 達 す る こ とを
OWI の 活動 目標 に掲げ た 。 市民 が 政策 を含め た
社会的事実 を正確 に 把握す る こ とが ，「デ モ ク ラ
シー社会」の 基本理念で ある との 認識か らで ある
X5）
。
むろ ん OWI は ア メ リカ の プ ロ パ ガ ン ダ機 関で あ
り， そ の 情報 開示が 事前 に 慎重 に コ ン トロ ール さ
れ た もの で あ っ た こ とは い うま で もない
36｝
。 しか
しなが ら OWI の 最 上 位の 目的は フ ァ シ ズ ム に 抗
し 「デ モ ク ラ シ ー」 を擁 護す る こ と で あ り，「ア
メ リカ ン ・デ モ ク ラ シー」 の 理 念を内外 ヘ ア ピー
ル して い く こ とにあ っ た 。 また OWI は ， 既存 の
マ ス ・メ デ ィ ア機関や 出版 関係機関 と特定の 協定
関係 を結 ぶ こ とは な く統制 下に も置か な か っ た と
い う点か ら， 日本や ドイ ッ の 諜報機関 とは 明 らか
に 性 質が 異 なる機 関で あ っ た37〕。 戦時情報サ ービ
ス に か か わ る活動理 念は OWI と協働 関係 にあ っ
た ALA に も共有 され て い た 。
3．ALA ／OWI の 図書館政策
3．1　ミル ウ ォ ーキ 　ーALA 年次大会
　 ALA にお ける 戦時図書館政 策は ， 1941 年 末か
ら事 務局長 マ イラ ム の 元 で 計画 が進 ん で い た 3S）。
ALA が 戦 時 体制 に 向け て 本格 的 な体 制 を 取 る よ
うに なる の は ，戦時下 の 公共図 書館の 役割 に つ い
て 具 体 的 な議 論 が な され た ミ ル ウ ォ ーキ ーで の
ALA 年次 大会 （1942 年 6 月） 以降 で あ る 。 図書
館界 は公共 図書館が 映画上 映，読書 リ ス トの 作成 ，
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ・グ ル ープの 組織化 な ど複数 の
プ ロ ジ ェ ク トを通 して ， 市 民へ の 戦時情報サ ービ
ス を行な うこ とを確認 し，他の コ ミ ュ ニ テ ィ 機関
と の 協働体制 に つ い て も検討 に入 っ た 。
　 1942年 8 月に 開催 され た ALA と OWI の 協 力関
係に か か わ る協議を経 て ，1942 年 10 月 に は ALA
が 推 薦 した ア ラ バ マ 大 学 図 書 館 員 の コ リ ー
（John　Mackenzie 　cory ） が ，　 owI の 図 書 課
（Book 　SeCtion）の 中 に 設 置 され た 図書館担 当係
（Library 　Liaison 　Unit） の 責任 者 に 任 命 さ れ ，
ALA は OMq との 関係 を樹 立 した 。 マ イ ラ ム の メ
モ に よれ ば ALA は 1942年 8月 か ら．　OWI と共 に ，
AL ，・l　Buttetinの 戦時特 集号に掲載す る リーデ ィ ン
グ ・リス トの 作成準備 を協同で 進め て い た
39）
。
　 図書館界 と OWi の 協力関係 は実 質的 に は マ イ
ラ ム と マ ク リ ーシ ュ が 双方 の 代表 と して の 役割 を
果 た す こ とで 進 め られ た 。 マ イ ラ ム は ALA の 事
務 局長 と して 実 質的 に ALA を統括 す る リ ーダー
的な役割 を果た して お り，マ ク リーシ ュ は ア メ リ
カ 議会 図 書館 の 館長 と い う要 職 に 就 い て い た た
め ，両者の 図書館界へ の 影響は 強か っ た 。 彼 らは
共 に 図書 館 を 「デ モ ク ラ シー」の 牙城 と と らえ る
点 で は一致 して い た 。 ただ し両者 の 問に は 政策的
な観点の 相違 か ら くる確執が あ っ た
4D）
。 しか し確
執 は 1940 年 頃か ら徐 々 に解 消 し， マ イ ラ ム と マ
ク リーシ ュ は お互 い の 活動 を 「デ モ ク ラ シ ー」の
擁護 と い う目標 を共有する も の と位 置づ け ， 両 者
の 間 に は 良好 な関係 が保 たれ て い た41）。
　 た だ しこ の 時点で 全米 の 図書館員が 戦時サ ービ
ス に積極的で あ っ た わ け で は な か っ た 。 図 書館員
の 多 くは基本的 に ア メ リ カ の 孤 立主義 を支持 し，
戦 時 協力 を伴 う国際 活動 に つ い て は 消 極 的 だ っ
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た 。 しか しマ イ ラ ム は 「デ モ ク ラ シー」 と思想 的
自由 を国際的な レ ベ ル で 維持 す る こ とが 図書館 員
に課せ られ た役割で あ る こ と を強調 し，国 際政 策
を推進 した 42）。 図書館 員が 協調 し て 戦 時サ ービ ス
に 専心 す る た め の 強力な動機づ け を求め た マ イ ラ
ム は ， ミル ウ ォ ーキ ー大 会直後 か ら OWI 局長 デ
ーヴ ィ ス に 図書館員 へ の 呼び か けを働 きか けて い
っ た 。
　 マ イ ラ ム は 8 月 19 日 に マ ク リ ーシ ュ に 書 簡を
送 り， その 中で ミ ル ウ ォ ーキ ー大会に お い て 議論
され た 戦時体制下の 図書館の あ り方 に つ い て言及
した後 に ，図書館 界 で は戦時情報の 提供 に 対 し て
積 極的 な協力体制 を取 る準備が ある こ とを次 の よ
うな言 葉 で 明確 に 述 べ た 。 「我 々 は 図書館 員が 他
の 機関 と協力 し て ，展示や ラ ジオ や 新聞で の PR ，
映 画 の 上 映，デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ・グ ル ープの 組 織
化 とい っ た 活動を行 な う時 に 役立 つ ハ ン ドブ ッ ク
を準備 して い ます 。 可 能 な らば 図 書館 が プ ラ カ ー
ドや ポ ス タ ーを用 意する とい っ た こ と も試 して み
た い と思 い ます 。 」 こ れ に続 い て マ イ ラ ム は 「図
書館員 を協 力 させ る ため に は 政府か ら の 後押 しを
必 要 と し て い ます 」 と述 べ ， OWI 図書課 長 カ ー
（Chester　Kerr） に対 して デ ー ヴ ィ ス に よ る全 米
図 書館 員へ の 呼 び か け を要 請 した こ と を明 らか に
し て い る
43｝
。
　書簡 の 中 で マ イ ラ ム は戦 時体 制に 向け た 図書館
サ ー ビ ス の 体制 強化 を宣言 し て い る 。 また OWI
に 対 し戦時情報サ ービ ス に か か わ る 図書館界の 全
面協力 を申 し入 れ ，図 書館 界の 責任範 囲に つ い て
明確化 した い と の 希望 を伝 えて い る 。 マ イ ラ ム は
全米 の 図書館が 情報 を伝達 し市民 の 意思 決定を援
助す る と い う側面 にお い て，重要 な位置づ けに あ
る こ とを訴 え た
44 ）
。 こ の 書簡 は ALA に お け る 本
格 的な戦 時体制 へ の 移 行準 備 が ， OWI と の か か
わ りの 中 で 模 索 され て い た こ とを示 す も の で あ
る 。
　 マ イ ラ ム は 前年 度 ALA 会長 を務 め た ア イ オワ
州 立大 学図 書館の ブ ラ ウ ン （Charles　H ．　Brown ）
に 宛て た書 簡で もデ ーヴ ィ ス の 全 米図書館員 に対
す る呼 びか けを期待 して い る こ とを伝え て い る 45）。
3．2　 ALA 　Bulletin　wa時特集号
　 マ イ ラ ム の 働 きか けは ALA と．　OMq 側 の 事前調
整 に よ り ALA 機関誌 崩 β捌 θ厩 誌上 で 実現 され
る こ と に な っ た 。 デ
ーヴ ィ ス は 1942 年 10月に同
誌 に 「ア メ リ カ 図書館 員 へ の メ ッ セ ージ」 と題 し
て巻頭 言 を寄せ た 。 デ ーヴ ィ ス は 「デ モ ク ラ シ ー
社会」にお い て，図書館員が 「デ モ ク ラ シ ー」擁
護の た め に 図書館 活動 の 方向性 や範囲 を 自覚的 に
規定す る こ との 必 要性 を述 べ た 。 デ ーヴィ ス は戦
時情報サ ービス が 円滑 に機 能 し，市民 に 対 して 有
効 な情 報提 供 を実施す る上 で ，OWI と図書館 の
協 働関 係が 重要で あ る こ と を主 張 し た 。 デ ーヴ ィ
ス の メ ッ セ ージは，戦 争に か か わ る事実 を市民 に
伝 達す る と い う重 要な使命 を帯 び た図 書館 員の 責
任 を説 き，文化的 自由 を保持す る た め 図書館員 が
積極 的 に 戦時サ ービ ス に取 り組 む べ きこ とを伝 え
る もの で あ っ た
46，
。
　 デ ーヴ ィ ス の 記 事の 後に は，ア メ リ カ 教育局戦
時委員 会に よる 「戦争 と図書館」が 続 い た 。 こ の
記事 もまた 図書館 に 対す る 戦時情報サ ービ ス へ の
期待を 表明 して い た 。 図書館 に よ る戦時情 報の 提
供が ，市民 の 個 と して の 自立 した意見形成 を可 能
に す る 点 で ，図書館は 戦争へ の 行 動 と 「デ モ ク ラ
シ ー社会」 の 維持 に と っ て 中心 的 な役 割 を果たす
の で ある。委員会 は図 書館界に 対 し ， 市民 が時事
問題 へ の 理解 を深め る た め の 資料 と幅広 い 読書の
た め の 資料の 供給 を要 請 した
47）
。
　巻頭記事の 最後 を締 め く くっ た の は ， 図書館界
にお け る戦時情報 サ ービ ス ・プ ロ ジ ェ ク トの 実質
的 な リーダ ーとな っ て い た マ イ ラ ム で あ っ た 。 彼
は 「我 々 の 取 り組 む べ き戦時活動 」 と題 し，デ ー
ヴ ィ ス と教育 局 戦 時委員会の 呼 び か けを受 けて 実
際 に 図書館 界が果 た す べ き役割に つ い て 論 じた 。
マ イ ラ ム は デ ーヴ ィ ス の 発言 を引用 し，図 書館に
は 「市民 が眼前 の 事実 を把握で きる よ うに する 役
割」 が 期待 され て い る と述 べ た 4s）。 以 上 の 3本 の
記事 で は 図書館 を戦勝 の ため の 重要 な文化機 関 と
して と らえ ，図書館員 の 戦時情報サ ービ ス へ の 自
発 的取 り組み が促 され た 。
　戦 時特集号 に は 別冊 と して ク リーブ ラ ン ド公共
図書館 の ロ ン グ （Fern 　Long ） に よ る リーデ ィ ン
グ ・リ ス トが 添付 され た 49｝。 こ れ は戦争 と市民 生
活 の かか わ りを様 々 な側面か ら理 解する た め に 必
要 な資料 を リ ス トア ッ プ した も の で あ っ た 。 市民
が 果 たす べ き役割 を述 べ た項 で は ボ ラ ン テ ィ ア 活
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吉田　 コ ミ ュ ニ テ ィ ・メ デ ィ ア セ ン タ ーと して の 公共図嘗館　 ’27
動か ら日常生活にお ける節約方法 まで ， 多岐に わ
た る テ ーマ が取 り上 げられて い た 。 また プ ロ パ ガ
ン ダ へ の 適正 な理解 を促す資料が リス トア ッ プ さ
れ た 。 続 い て ロ ン グは 1942年 11月に 『ア メ リ カ





s　Futu7e）を，12 月 に 『ア メ リ カ と戦争 ：








3．3　ALA と OWI の 初 期共 同プロ ジ ェ ク ト
　ALA と OWI の 関係 は まず ，　 ALA が OWI に 資
料に 関す る ア ドバ イ ザーの 役割 をつ とめ る こ とか
らは じまっ た 。 OWI は 1943 年 6 月 に 教 育サ ー ビ
ス 局 （Educational　Service　Division）の サ マ ース
ク
ール 要綱 に掲載す る資料 リ ス ト の 作 成 を ALA




時下 の 出版流 通 に 目を移 す と ，同 時期 の OWI の
最 も緊急 の 課 題 は ，政府 出版物 とそ れ ら の 郵送費
を節 減 する こ と に あ っ た 。 1942 年 9 月 に デ ーヴ
ィ ス は既 存の 出版物の 削減，各政府機 関か ら出 さ
れ る情報 を仲介す る中間機 関の 設 置 ， メ ーリ ン グ
リ ス トの 見直 し ， OWI に よ る 各種メ デ ィ ア機関
の 情報公 開の 許可 制等の 項 目 を柱 と した 出版流通
に関 わる 大綱 をま とめ た S21。
　デ ーヴ ィ ス の 提案 に よ り各機 関か ら出 され る情
報の 調整担当機関 として ，出版 に関 わる機 関間調
整委員会 （lnter−Agen 〔：y　Committee　on 　Publication ）
が設 置 される こ と とな り ， 1942 年 ll 月 に は 出版
物削減や 流通 の 効率化 を 目指 して 設置 され る新機
関 の 概要が 明 らか に さ れ た
53｝
。 委員会 の 設立後 デ
ーヴィ ス は ， 既存の 載時情報流通の あ り方 に つ い
て 再 検討 を促 すため に ，各機 関の 資料流通経路 を
問 うア ン ケー ト調査 を行 な っ た 。 調査 に は各機 関
の 情報 流通 経路 に 図書館 が 含 ま れ て い る か ど う
か ，各機 関の 出版 物配 布に つ い て OWI と 図書 館
の サ ポ ー トを希 望する か ど うか を問 う項 目が 含 ま
れ て い た
54｝
。
コ リーは 政府機関の 多 くが 出版物の
頒布 に 関 して 図書館 を重要視 して い る こ とをマ イ
ラ ム に報告 し ， 政府機 関 と図書館 を媒介す る役割
を OWI が 果た す べ きこ とを提言 して い る
55）
。
　 また 同 委員会 は全米 に 広が る公共 図書館 ネ ッ ト
ワ
ー
ク に 着 目 し ， こ れ を政府情報流 通の 効率化の
た め に 活用す る可能性 を図書 館担 当係 の コ リーに
委託 して調査 して い た 。 コ リ ーは 「全米の 公共 図
書 館 シ ス テ ム 」 （
“Public　Librar ＞，　Systems　in 【he
Uniしed 　States”） を OWI に提 出 し，290の 図 書館
シ ス テ ム と 45 の 州立 図書 館 エ ク ス テ ン シ ョ ン ・
サービ ス ・エ ージ ェ ン シ ーの リ ス トを添付 し，図
書館 ネ ッ トワ ークの 現状 と戦時情報サ ービ ス に つ
い て の 勧 告 を行 っ た
56 ）
。
　 コ リ ーは OWI に お ける メ ーリ ン グ リ ス トに つ
い て も検討 を 行い ，1943年 1月の マ イラ ム 宛 の
書 簡 の 中 で ，政府情報伝達 の ため の 既存 の メ
ーリ
ン グ リ ス トの 不備 を指摘 して い る 。 図書館 にか か
わる 問題点 と して ，大規模 図書館 に お い て は送 ら
れ た資料が 利 用 され ず また受 け取 る 資料 自体が 少
ない こ と ， 逆 に小規模 図書館 に お い て は 入 手す る
資料が 多す ぎる こ とを指摘 し，図書館担 当係で は
既 存 の メ ーリ ン グ リ ス トを検討 し，よ り効 率的 な
政府情報 の 伝達 シ ス テ ム の 構築 を進め て い る こ と
が 報告 され た 。 リ ス トの 見直 しは ，学 術研 究図書
館，学校 図書館 ，大学 図書館 ，小規模 図書 館，そ
の 他の 図書館 と い っ た館種別に な され ，各館の 利
用者層 を意 図 し て よ り特定的 な 資料 の 頒布 を 目指
して 行 なわ れ た 。 コ リーは書 簡の 中で 既存の 公 共
図書館 シ ス テ ム が 政府情報伝達の 中核 とな る こ と
を明 らか に した
57）
。
　 OWI が 情報 流 通 に 関 す る 徹 底 的 な 見直 し と ，
情報 の よ り効 率 的 な 頒布 を模索す る 中 で ，ALA
は OWI に 対 して 情報政 策 に か か わ る ア ドバ イザ
ーと して の 役割 を果 た しなが ら ， 同時 に 戦時下 に
おけ る 図書館 の 位 置づ け を確認 して い た の で あ
る 。
3．4　戦時下にお け る情報流通と図書館の 位置づ け
　第二 次 世 界大 戦下 の 連 邦政府 で は ，ニ ュ ース ，
ラ ジ オ ， 雑誌 を中心 とす る ニ ュ ース 報道機 関，出
版流通機関 ， 図書館，映画館
・劇場 な どの 娯楽施
設，個 人 へ の 直接伝達 な ど，情報伝達 に 関 して 複
数の チ ャ ネル が準備 され て い た 。
　 こ うした メ デ ィ ア に つ い て は 1942年 10月，後
に owr の ライ ブ ラ リー ・プ ロ グ ラ ム 部 （Library
Program 　Division） の ス タ ッ フ と な る ハ ワ ー ド
（Paul　Howard ）が ALA を代 表 して 「連邦政 府に
よ る 戦 時 情 報 の 出 版 流 通 に つ い て の 覚書 」
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128　日 本図書館情報学 会誌　Vo1．48，　No ．3，　Sep ，2002
（
“Memorandum 　on 　the 　Publication　and 　Distribu−
tion 　of 　Wa 卜 Related　Information 　by　the　Federal
Government ”）を OWI 図書 課 の コ リーに 提 出 し
て 詳 しい 議論 を行 な っ て い る 5S ）。
　 覚書の 中で ハ ワ ー ドは 戦時情報 と研究資料 の 生
産に か か わ る政 府の 義務 を明 らか に し，経費の 節
減 ，科学技術デ ータや統計 デ ータ の 流通，戦時情
報流通 に つ い て の 文書化 を出 版活動 に お ける重 点
課題 とし て 挙げ た 。 ハ ワ ー ド が 特に 強 調 した の は ，
受 け手 を考慮 した戦 時情報の 伝 達で ある 。 ハ ワ ー
ドは特定集団に 対する情報提 供 を主 張 し，単一の
メ デ ィ ア の み で 多様な集団に 情報伝 達 を行な っ て
い くこ と の 限界 を指摘 した上 で ，次 の よ うな情報
流 通 の 原則 を提示 した
59）
。
　  重 要 性 の 高 い 情 報 に つ い て は ， 政府 が そ の
　　 流 通 に 責任 を持 つ べ きで あ る 。 複数 の 側面
　 　 か らみ て そ う した 情 報が 戦争 へ の 貢献 に と
　　 っ て 欠 か せ な い も の で あ る こ と は 明 らか で
　 　 あ る 。
　  政府 が 発表 す る情 報の 流 通 に 関 し て ，単 一
　　 の メ デ ィ ア だ けで す べ て の 情報 ニ ーズ に 答
　　 え る こ とは不 可 能で あ る 。
　  情 報伝 達の ため の シ ス テ ム は ，資料 を相 互
　　 に 関 係 づ け集 中管理 した上 で ， 保 存す る よ
　　 うに な っ て い なけれ ば な ら な い Q
　  永続 的 な 価値 を持 つ 資料 で あ っ て も，緊急
　　 の 状 況下 に お い て は 流通 を抑 制す べ き資料
　　 が 存 在す る 。 そ の よ うな 資料 は ，将来 の 出
　　 版 ・流通 に よ っ て 国家 的価値 が正 当化 さ れ
　 　 る もの とする 。
　  多様 な メ デ ィ ア の 流 通 と調整 にお い て ，情
　　 報伝 達 に か か わ る タ イ ム ラ グ の 短縮 が最 も
　　 重 要 な要件で あ る 。
　  戦時情 報伝 達 シ ス テ ム は ， 政府 内外 に存在
　　 す る メ デ ィ ア の 利 点 を活 か す よ うに 設 計 さ
　　 れ る べ きで あ り，そ の シ ス テ ム は 戦 時の 実
　　践 を非戦 時体 制の 実践 に 解 け こ ませ て い く
　　 よ うな もの で な け れ ば な らな い 。
　  情 報流通 機関 は ，出版 物 に 対 して 公的 に要
　　 求 され る 情報 を媒介 して い くこ と で ，出版
　　 活動 に 対 して 貢献 す べ きで あ る 。
　 こ の 覚書 で は特定の 資料 を伝達 する ため の 最 も
効率的 な方法 とそ の 方法 を補完す る ため の オ ル タ
ナ テ ィ ブ な方法の 必 要性が 説か れ ， 多元 的に情報
伝達を実施す る こ とが提起 され て い る 。 情報伝達




ラ ジ オ，雑 誌）， 出版 流通 椴関 ， 図 書館 ，
娯楽機 関 （映画館 ・劇 場），個 人 へ の 直接伝達 で
あ っ た 。 ハ ワ ー ドは情報 セ ン タ ーとして の 図書館
が持 つ 利点 を，特定資料 を複数回利用 する 経済性，
保管機能，個 人サービ ス の 可 能性の 三 点 に ま とめ
て い る。 ハ ワ
ー ドは コ リー と同様，単 一の メ デ ィ
ア に よ る 情報伝達 の 限 界 を指摘 し， 利用者集 団 へ
の 情報伝達 の 多元化 を提案する なか で ，図書館を
情報 チ ャ ネル の 一つ と して 位置づ けた 。 こ こ で 図
書館 は ニ ュ ース 機 関 や 出版流通 に比 べ 伝達効率 に
つ い て 劣 る もの の ，情報 の 集約性 とサ ービ ス に 関
して 他の 情報機 関 にな い 利 点を持 つ オ ル タ ナテ ィ
ブ な伝達経路 と見 な された
60 ｝
。
　1943 年 半ば に OW 【国内支 部か ら全米 の 公共図
書館 へ 政府情報 を送 り届 け る流 通 体制が 整備 され
た 。 OWI は 政 府 の 活動 記録 や 他 の 機関 の 出 版 物
を収集 し て 図書館 へ 送 り，公 共 図 書館 は OWI か
らの 情報を市民 に 提供す る戦時情 報セ ン ターと し
て の 機能 を果 たす よ うに な っ て い っ た 。
3．5　 0WI に お け る図書 館関連部局
　多 くの 戦 時機 関 と同様 ， OWI も戦局 の 進展 と
共 に頻繁に改組 が な され た もの の ， 大 きくは 国内部
（Domestic 　Division） と外国 部 （Foreign　Division）
に分 か れ ，前者 は ワ シ ン トン D ．C ．を，後者 は ニ
ュ
ー
ヨ ーク を拠点 と し て 活動 を行 っ て い た 。 図書
館界 との 折衝 の 窓 口 と な っ た図書館担当係は 国内
部 に 置か れ ， 政 府刊 行物や その 他，戦時情報 の 刊
行 に 関 わ る 出 版 ・グ ラ フ ィ ッ ク 局 （Bureau 　of
Pub ］ications　and 　Graphics）の 図書 課 に設 置 され
て い た
6D
。 図書課 は 戦時状況 や戦 時活動 ， 戦時 目
的 に 関す る情報 を図書館 を通 じて 市民 に 届 ける役
割 を担 っ た62）。
　 1943年 4 月の コ リーか ら マ イ ラ ム へ の 報告 に
よ れ ば OMq の 改 組 に 伴 い ス タ ッ フ も減員 とな っ
て OWI 出 版物 の 生産 と頒 布が 節減 され た 。 こ の
時点 で OWI 図 書部 （The 　Book 　Division）は 以下
の よ うな役割 を担当 して い た 63）。
  特 定 の 戦 時 テ ーマ に つ い て の 情報 を求め る
　　出版 者 ，著 作 家，出版 工 一ジ ェ ン ト，書 籍
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吉 田　 コ ミ ュ ニ テ ィ ・メ デ ィ ア 七 ン ターと して の 公共図省館　i29
　　販 売業者 ，図書 館員 の ため の ク リア リ ン グ
　　 ハ ウ ス として 機能す る 。
  政府機 関や 部 局が ，出版 者 ，書 籍業 者，図
　　書館員 に よる 戦時 サ ービ ス を有 効 に 利用 す
　　 るた め の 援助 を行 な う。
  出版者 ， 書籍業者 ，図書 館員 に よ っ て 提 供
　　 され る便宜 を通 じ て ，owr の 情 報戦略 を 遂
　　 行する 。
  図書 に 関す る ア イ デ ア を創 出 し た り， 図書
　　の 存在 を報 知す る こ とで 公 的 な認 知を取 り
　　付 け，OWI の 情報政策方針 を明確 に示 す図
　　 書の 流通 と利 用 ， 読書活動 を促進 する 。
  OWI と他 の 政府戦時機関 の ス タ ッ フ に対 し，
　　 新 聞，雑誌，ラ ジ オ な ど他 の メ デ ィ ァ で は
　　 供給す る こ とが で きな い 最 新の 戦 時資料 の
　　 提供 を行 な う。
  owr の 出版計画
64）
  図 書部 と戦時作家連盟 （Writers　War 　 B 。 ard ）
　　 の 関係 を確立 す る 。
　 OWI と図書 館界 と の 協 力体 制 は 出版 ・グ ラ フ
ィ ッ ク 局 と の 関 係 だ け に と ど ま ら な か っ た 。
OWI 国内部所 属 の ニ ュ ース 部 （News 　Bureau ），
ラ ジオ 部 （Radio　Bureau ）， 映画 部 （Bureau 　of
Motion　Pictures），諜報 部 （Bureau　of 　lntelligence），
キ ャ ン ペ ー ン 局 （Bureau　of 　Campaigns）な ど と




　OWI 図書館担 当係 は ，　 OWI と公共 図書館両者
を結 び つ け る 役割を担 い ， 各地 の 公共図書館 に と




3．6　共同 出版 物 『戦 時 図書館 ガ イ ドブ ッ ク』の
　　 刊行
　図書館界 と OWI の 共 同 プ ロ ジ ェ ク トの 中に は
出版 物の 刊行 も含 まれ て い た 。 1943 年 11月に創
刊 され た 『戦 時 図 書館 ガ イ ドブ ッ ク』 （Library
War 　 Guide）が そ の 代表 的 な例で ある 。 こ れ は 図
書館 員が 戦時情報サ ービ ス を行な うため の 有益 な
情報 が 掲載 さ れ た 図書 館 向 け の 小冊 子で あ り，
OWI が す で に刊行 して い た 図書 館用 パ ン フ レ ッ
ト 『戦時 の 図書館 』（Libran
’
es　ef 　the　War） 1こ類 似
した資料 と して企画 され た 。
　 こ の 資 料 に つ い て は OWI 図 書 局 （Book
Bureau ）内の ラ イ ブ ラ リ ー ・プ ロ グ ラ ム 部が 内
容 の 準 備 を行 い ， ALA は 最終的 な編 集 と印刷 を
担 当 した 。 OWI が 原 稿 を編 集 し ，　 ALA が 内容 の
チ ェ ッ ク と ア ドバ イ ス を行 っ て OWI に 再 び こ れ
を戻 す と い う編 集プ ロ セ ス が とられ た 。
　 ガ イ ドブ ッ クは 隔月刊 で 政府機 関 の 活動 情報 ，
行事ス ケ ジ ュ ール ， 図書館 へ の サ ー ビ ス ，戦時 図
書 リ ス ト， 戦 争情報 に 関す る図書館活動 の ニ ュ
ー
ス か ら構 成 されて い る 。 各号 と も特集 テ ーマ を設
定 して こ れ を ト ッ プ の 記事 とす る他 ，図 書館 の 戦
時活動を扱 っ た コ ラ ム ，戦時情 報の リ ス トな ど の
掲載が 計画 され た
67｝
。
　創刊 号に は 図書館にお け る戦時情報の 収集方法
や OWI が 開催 す る 様 々 な企 画 の ス ケ ジ ュ
ー ル
，
OWI に よ る 対 図書 館向けサ ー ビ ス や ，ポ ス ター
の 頒布，図書 館が 利 用 可 能 な戦争映画 な ど に つ い
て の 情報が掲 載 さ れ ， 図書館が 戦時情報サ
ービ ス
を進め て い く上 で の 様 々 な情報 が 提供 され た
68 〕
。
　 『戦 時 図書 館 ガ イ ドブ ッ ク 』 は 読者 を 図書館 関
係者 に限定 し， 図書館業務の た め の 専門的な資料
と し て 刊 行 さ れ ，全米 の 公 共 図書館 約 10，000館
に送 られ た69｝。 た だ し法的 制限 に よ り，OWI が
ア メ リ カ 国内で 一般市民 に 直接情報 を頒 布す る た
め の 支 出は認め られ て い なか っ た た め ，
一般布民
が こ の ガ イ ドブ ッ ク を直接購読す る こ とは で きな
か っ た 。 こ の 理 由か ら も公 共図 書館 は OWI か ら
市民 へ の 情報提供の た め の 仲介機 関 と して 重 要 な
役割 を担 っ た の で あ る
70）
。
　 ALA と OWI の 間 に立 っ て ガ イ ドブ ッ ク の 製作
を担 当 し た ハ ワ ー ドは ， OWI に お い て 市民 に 直
接 頒 布 す る 資料 作成 が 限 定 さ れ て い る た め に ，
OWI の 保持 す る 政府 各機 関情報 は 図書館 を介 し
て 市民 に伝 達す る こ とが 重 要で ある と して ，『戦
時 図書館 ガイ ドブ ッ ク』 の 重要性 を図書館界ヘ ア
ピール す る と と もに ， 各図書館 の 工 夫 に よ っ て 活
用 して い くこ とを呼び か け た
71）
。
3．7 映像 メ デ ィ ア ・サ ービス
　戦時情報 の 中 には 印刷資料だ け で な く映像 メ デ
ィ ア が 多 く含 まれ て い た 。 公 共 図書館 は 1920年
代か らラ ジ オ ・映画 ・レ コ ー ドと い っ た印刷資料
以 外の メ デ ィ ア を市民 に提 供す る ため の サ
ービ ス
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に 取 り組 ん で きた 実績 が あ り，ALA に は 1940年
に図書以外 の メ デ ィ ア ・サ ービ ス を椎進す る た め
の 視 聴覚 委員 会 が 設置 され て い た 。 一方 ， OWI
に お い て は
， 映画局 （Bureau 　of 　Motion 　Pictures）
が 映像 メ デ ィ ア を担当して い た 。
　 映 画 局 は戦 時情 報 映 画 を精 力 的 に 製作 して い
た 。 しか し製作 した映画 をど の よ うに 市民 に 公開
して い くか と い うこ とに つ い て ， コ ミ ュ ニ テ ィ へ
の PR ，機 材の 運 用 な どが 問題 と な っ て い た 。 こ
の よ うな課 題 に 対 して 図 書 館 界か ら の 支 援 が ，
ALA 視 聴覚 委員 会 を 中心 に議 論 さ れ た 。 図 書 館
界 は ，OW 【の 映 画 の 目録 を頒布 す る こ とや ，図
書館が コ ミ ュ ニ テ ィ にお け る映 画上 映の た め の 場
を提供 す る こ とな ど具 体的 な方策 を提出 した 72｝。
　 図書館が 教 育映画 へ の ア ク セ ス を提供 する コ ミ
ュ ニ テ ィ 機 関で あ る こ とを図書館員は認識 し て い
た もの の ，図書館 はすで に 戦争情報サ ービ ス に つ
い て 過剰負担 と も い える責任 を負 っ て い た こ と ，
図書館にお ける映画の 扱 い は技術的 に 専 門性の 高
い 業務 を要求す る こ と な ど，実際の サ ービ ス に あ
た っ て 課題 もあ っ た 。 しか し ALA は視 聴覚 委員
会 を通 じ て OMq の 映画 プ ロ ジ ェ ク トに対 し非常
に 積極 的 な姿勢 を示 した 。 視聴 覚委員長の ロ ス ロ
ッ ク　（Mary 　U ．　Rothrock ）は OWr 教 育部映像 局
長 の リ ー ド （Paul　C ．　 Reed ） に あ て た 書 簡 に ，
OWI の 戦争映 画 プ ロ グ ラ ム 促 進 に 対 し て 図書 館
が 可 能 な援助 を示 した 文書 を添付 し，ALA 視聴
覚 委員会が 映画 局 に 対 し支 援 と して 準備 して い る
次 の よ うな協力体制 を明 ら か に して い る 73｝。
　  図書 館 は 映像提 供者 と地域住 民 を結 び つ け
　 　 る 役割 を果た す 。
  図書 館 は 映 像提 供者 と協 力 し て 地域 の 代 表
　　 者 を対象 とす る OW 【映 画 の 試写 を実現 させ
　 　 る 。
  図書 館 は 地域 の 特 定 団体 との コ ン タ ク トを
　　 通 じて 映写 の ス ケ ジ ュ ー ル の 調整 を 図 る こ
　　 と で ， コ ミ ュ ニ テ ィ の 印 刷物 の 利 用 を 増加
　 　 させ る 。
  地域 の 戦争 映画 委員 会 との 協 力で ，図書 館
　　 は地 元 の 映写 機 を利 用 し ， ボ ラ ン テ ィ ア の
　　 映写 技 師の 育成 を援助す る 。
  図書館 は コ ミ ュ ニ テ ィ 単 位で の 戦 時映画 の
　　 有効な利 用 を促進す る 。
　   農村 地帯 を運 行す る ブ ッ ク モ ービ ル を活 用
　　 し， 映写機 と映画 を遠 隔地 に 提供 する 。
　 同委員 会 は 「図書館 は 成 人 グ ル ープ に 対する 戦
争映画の 効果的 な利 用促進 に 関 して ，最 も強力な
コ ミ ュ ニ テ ィ 機関 であ る」 と し て OWI と の 協 力
関 係 を了 承 した 74）。 こ れ に よ り図書館 界 は OWI
と一般 視聴者 の 間 を取 り持 つ 役割 を担 う こ ととな
っ た 。 図書館 の 映像 メ デ ィ ア ・サ ービ ス に は 上 記
に述べ た直接 サ ービ ス 以外 に も，映画 と図書館所
蔵 の 資料 を関係づ けた サ ービ ス や 映画 上 映 の 際 に
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ・グ ル ープ を組織化 した りフ ォ
ーラ ム を主 催 して い くこ とな ど も含まれ て い た
7S ｝
。
　 1942 年 12 月に 視聴覚委員 会は 各地 の 公 共 図書
館 に お ける 映像情報サ ービ ス に つ い て ，図書館 に
対 し ア ン ケ ー ト調査 を行な っ た 。 こ の ア ン ケ ー ト
の 結 果 は 「公 共 図書 館 を通 じ た 戦 時情 報 映 画 」
（
“Wa ・ 1・ f・ ・ m ・・i・ n ・Film ・Th ・・ ugh 　P・ bli・ Llbrary ”）
とい う資料 に ま とめ られた
75 ｝
。
　 以 下 ，こ の 資料に そ っ て 公共 図書館 にお ける映
像 サ ー ビ ス に つ い て 言 及 して い く 。 ダ ラ ス 公 共図
書館で は，学校図書館 との 間で 映画の 交換 を通 じ
協 力態勢 をと っ て い た 。 ま た地 方で の 映画上映 プ
ロ グ ラ ム を統轄 し機材 の 貸出や 分館で の 上 映会 を
企画 して い た 。 こ の 結果 ，1942 年 11月 2 日か ら
12 月 4 日 まで 5 つ の カ ウ ン テ ィ が 148 回映画 を上
映 し，延 べ 38 ，592 人 を動員 して い る 。 月に 一度 ，
映 画上 映会 を行 っ て い た ジ ョ ージ ア 州 サ バ ン ナ公
共 図 書館 で は ，「映画 は 情報伝 達 の ため の 有 効 な
メ デ ィ ア で ある と同時 に ， 議論形成 を促 しさら な
る情報 へ の 要求 を喚起 させ る もの で ある 」 との 報
告 を寄せ て い る 。 ノ ース カ ロ ラ イナ州 の シ ャ ル ロ
ッ テ 公共図 書館 は ，学校 ，各種 ク ラ ブ ， 個 人 に対
し映写機の 貸 出を行 い ， 図書館の 視聴覚室 で の 映
画上 映会 を企 画 して い た 。 その 他 に もカ リ フ ォ ル
ニ ァ 州 ヴ ェ ン ト ゥーラ ・カ ウ ン テ ィ ・ラ イ ブ ラ リ
ー
や ニ ュ
ージ ャ ージー州の ニ ュ ーア ーク 公 共図書
館 ，ル イ ジ ア ナ 図書館協会 な どが学 校 ，ク ラブ ，
教会 など近隣の 文化機 関 と協同で 映画上 映サービ
ス に か か わ っ て い た 。
　多 くの 公共 図書館 は積極 的 に 映像メ デ ィ ア ・サ
ービ ス に取 り組 ん だ 。 そ の 中 で ニ ュ ー ヨ ーク公共
図 書館 の よ う に 映画 サ ービ ス に と もな う映写費，
広 告費，人件 費な どの 支出 を算出 し ， 予算的 な理
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吉 田　 コ ミ ュ ニ テ ィ ・メ デ ィ ア セ ン タ ーと して の 公共図書館　 Bi
由か ら定期的 な企画 と して 続 けて い くこ との 困難
を訴えた回 答 もあ っ た 。 また各図書館 は映画 上 映
サ ー ビ ス を関 連資料 の 展示 や ブ ッ ク リ ス トの 作
成，読書会 と連動 させ て い た もの の ，映画 に か か
わ る企 画 と読書が 結 び つ い て い な い と い う報告が




　各図書館 か らの 回答 を と りまとめ た ロ ス ロ ッ ク
は ，映画が 情報収集 に お ける 重要 な メ デ ィ ア に な
っ て い る こ とを指摘 し，新 しい メ デ ィ ア の 利 用 に
伴う問題 に直面 して い る図書館 を援助す る ため に
視聴覚委員会が 専 門的援助 と ア ドバ イザ ーと し て
の 役割を果 た す べ きで ある と述 べ て い る
78 ）。 ロ ス
ロ ッ ク は 図 書館 か ら の 回答 を総括 し， 戦時 に お い
て 図書館 は コ ミ ュ ニ テ ィ に 対 し図書や 他の メ デ ィ
ア と同様，映画 に つ い て もサ ービ ス を提供す る 義
務が ある こ とを委員会 の メ ン バ ーに 示 した
79）
。
　 1944 年 1 月 に は ALA 　Buttetin誌 上 に ，　 OW1 映
画諮 問委員会 （Film 　Advisery 　Committee ） に よ
る勧告が 掲載 され，事実情報 の 伝達 に お け る映像
メ デ ィ ア の 重要性，市民の 映像 メデ ィ ア利用 に向





　終戦 後，海外 部を中心 と した OWI の 部局は 1945
年 8月 31 日付 けで ，国務省内の 臨時 国際情報サ ー
ビス　（lnterim　International　Information　Service）
へ と移管され た 。 1946年 1月 1 日に OWI の 機能は
国 際情報 文化 局 （OIC ： Office　of 　lmernational
Information 　 and 　Cultural　Affairs） に 移 さ れ た 。
OIC は ア メ リ カ の 文化外 交 の 方針 を戦 勝 の た め
の プ ロ パ ガ ン ダか ら， 復興 と新 た な文化 関係 の 構
築 へ と転 換 し活動 を再 開 した 。 OW1 時 代 に は主
に プ ロ パ ガ ン ダ を目的 に 海外 に 設置 され た 図書館
は
， 復興 に 向けた文化 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 回復
の た め の 機関 として再出発 した
Sl）
。
4．考察一連邦メ デ ィ ア政策に お け る ア メ リカ
　 公 共 図 魯館 の 位置 づ け
　本 章で は OW1 と図 書館界 の 情 報サ ー ビス に つ
い て （1）多様 な情報 メ デ ィ ア に よ る 図書 館サ ー
ビ ス ，（2） コ ミ ュ ニ テ ィ にお け る図書 館の 位置づ
け ，（3）情報サ ービ ス にお け る 公共図書館 の 固 有
の 役 割 ， と い う 3 点 か ら総 合 的 に 考察 を進 め た
い o
　まず は じめ に 公共図書館 に お ける 多様 なメ デ ィ
ア を通 じた情報サ ービス に つ い て検討す る 。 す で
に述 べ た よ うに，第二 次世 界大戦期の 公共図 書館
は
， 連邦政府の 情報サ ービ ス を担 うもの と して
一
般市民 へ の 情報提供 の 要 と な る文化機関 として 機
能 して い た 。 さ らに い えば 図書館 は多様 なメ デ ィ
ア を媒介 して 惰報 を提供す る だ けで な く，図書 館
自体が ラ ジ オ や 新聞 などと同様 ，市民生活 にお け
る メ デ ィ ア の 一つ と して 機能す る こ とか ら も戦時
期の メ デ ィ ア 政 策の 中 に一定の 役割を 占め る もの
と して 明確に位置づ け られ た の で ある 。 こ こ で 重
要 なの は ， 図書館が 伝統的 な機能 で あ る印刷 媒体
に よ るサ ービ ス を基盤 に して ， 他の メ デ ィ ア に関
して もそ れ らの 提供サ ービ ス の 拠 点 とな っ た点で
あ る 。 つ ま りメ デ ィ ア 戦争 と呼ば れ る第二 次世 界
大戦 にお い て，図 書館が 扱 っ た媒体は 印刷 物 に 限
らず ， 公共図書館 は映画 に代 表 され る視聴 覚 メ デ
ィ ア の 供 給源 と し て機 能 して い た 。
　一方 ，公 共図書館 は 1920年代 か ら レ コ ー ドや
ラ ジ オ など の 新 しい メ デ ィ ア を使 っ た サ ー ビ ス に
着手 し て い た ため ，印刷媒体以外 の メ デ ィ ア を図
書館で 扱 うこ とへ の 躊躇 は現場 で は ほ とん どなか
っ た 。 OWI が 映像 サ ー ビ ス に 関 し て 図書館に 向
け て 行 っ た ア ン ケ ー トは ， 図 書 館 で 映像 メ デ ィ
ア ・サ ービ ス を行 な うこ と に よ っ て 生 起 した管理
運営上 の 多様 な 問題 点 を拾 い 上 げ て い る もの の ，
そ れ は 予 算や 人的資源 に 対す る もの で あ っ て ， 図
書館が 印刷 メ デ ィ ア 以 外の メ デ ィ ア をサ ー ビス す
る こ と に疑義 を唱 えて い る ケ ース は 見 られ な い 。
む しろ 「映画 の プ ロ モ ーシ ョ ン は 図書館の 正 当 な
活動 で あ る 」 （サ バ ン ナ 公 共 図書 館）や 「図書 館
で は 映画情報サ ービ ス を増 や して い くこ と に 熱心
に取 り組 ん で お り， 過去の 経験 か らみ て 映像 メ デ
ィ ア を取 り扱 わ な い 理 由 は何 もな い 」 （ブ ル ッ ク
リ ン公共 図書館）な ど肯定 的な姿勢が 伺 え ，こ の
時点で ア メ リ カ 公 共 図書館 が 図書 メ デ ィ ァ に こ だ
わ る こ とな く，多様な メ デ ィ ア を通 して 情報提供
を行な う理念 を持 っ て い た こ とが 明 らかで あ る
S2）
。
　すな わ ち 図書館は ，図書に 限 らずあ らゆ る メ デ
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イ ア を収集 し，市民 に伝 達す る 戦時情報セ ン ター
と し て 機能 して い た の で あ り， メ デ ィ ア の 差 異が
サ ー ビ ス 理念 に 変更 を もた らす こ とは な か っ た 。
図書 館が 情報普 及の た め に 図書 同様 ，映像 メ デ ィ
ア に つ い て 市民 が ア ク セ ス 可 能な状態 を維持 する
と い うポ リ シ ーは ， 図書館界全体 の 合意事項 で あ
っ た 。 公共図書館 が コ ミ ュ ニ テ ィ の メ デ ィ ア ・セ
ン タ ーと して機能 して い くと い う体制 は ，ア メ リ
カ に お い て 第二 次世界大戦期に すで に 確立 して い
た とい える の で ある 。
　 第二 番 目 の ポ イ ン トと し て 戦時図書館サ ービス
は，図書館を デ モ ク ラ シ ーに か かわ る きわめ て 重
要 な社会機関 と し て 捉 え る こ とか ら出発 して い る
点 で あ る 。 OWI は 情報 隠蔽 を デ モ ク ラ シ ーの 破
壊 とみ な し て忌 避す る と同 時 に，情 報隠 蔽の デ メ
リ ッ トが 情報開 示 の メ リ ッ トを上 回 る こ と を認識
して い た 。 情報 政策の 基本方針 は情 報公 開に 置 か
れ ，す べ て の メ デ ィ ア は それぞれ特性 に応 じ て 個
別の 役割 が決定 され た 。 OWI と図書 館界 の 折衝
役 を務 め た ハ ー トは 「民主 主義 にお い て 政治的 決
定は市 民 にある と い う見地 か らすれば ，情報の 回
覧を拒否する こ と は … 中 略 … 民主 主 義 自体の 存
続 を破壊 す る こ とを 意味す る 。 積極 的な情報 プ ロ
グ ラ ム は
， 軍事領域 で は軍 事作戦 と 同様 に 重要 で
ある」 と述 べ て 戦時下 で の 情報流通 の 重要性 を主
張 して い る
al）。
　 ハ
ー トの 発言 は ， ア メ リ カ に お い て 図 書館が 伝
統 的 に 担 っ て きた見 識 あ る 市 民 （informed 　citi−
zen ）の 創 出 と い う理念 に 基 づ い た 考 え方 で あ る
とい える 。 す な わ ちデ モ ク ラ シ ーと情 報流 通 と い
うア メ リ カ 社会 の 基本 的 な 枠組 み に お い て ， 公 共
図 書館 は個 人 の 知的成長 に 必要 な情報 を適切 に 媒
介 し供給す る重要 な機関 と して ， メ デ ィ ア戦略 の
一環 に 位 置づ け られ る こ と に な っ た 。 1940 年代
前 半 の 公共図書館は ， 印刷資料 に 限 らず多様 なメ
デ ィ ア を収集 し市民 に伝達 す る 戦時情報 セ ン タ ー
と して の 機能 を持 ち ， 資料 サ ービ ス の ため の 専 門
職 を擁 した コ ミ ュ ニ テ ィ 唯一の 場で あ っ た 。 つ ま
り個 人 の 発展に．必要 な惰報 の 適切 な媒介 と供給 を
行 な う公 共図書館サ ービ ス の 目的は， ロ ーカ ル ・
コ ミ ュ ニ テ ィ に根 ざ した情報 ア ク セ ス シ ス テ ム の
構築に よ っ て 実現 へ と導かれた の で ある 。
　 さ らに戦 時情報政 策 に お ける 公共図書館 の 役割
は， コ ミ ュ ニ テ ィ にお け る 図書館の 位置づ け と も
か か わ っ て い る 。 公 共図書館はす で に コ ミ ュ ニ テ
ィ の ボ ラ ン ラ リー ・ア ソ シ エ ーシ ョ ン と資料 を介
して 有機 的 な関係 を構築 し て い た 。 こ の 連携 を基
盤 と し て ，OWI か ら図 書館 に 送 られ た 様 々 な メ
デ ィ ア が ，図書館の み な らず コ ミ ュ ニ テ ィ の 多様
な文化施 設に送 り届け られ た 。 また分館 を含む 図
書館 シ ス テ ム の 発展 に よ り，ア メ リカ国内に お い
て 1920年代 か ら公共図書館 サ ービ ス ・ネ ッ トワ
ー
ク が 拡大 し，図書 館協 力の た め の ネ ッ トワ ーク
が 整 え られ つ つ あ る 中で ，OWI は公 共 図書館 ネ
ッ トワ ーク に着 目 し こ れ を有効 に活用 した 。
　 コ ミ ュ ニ テ ィ の 情報機能 と して の 公共図書館 の
役割は ，政 府 の 情報機 関で あ る OWI と の 連携 に
よ っ て よ り明 確化 さ れ た と い えよ う。OWI の 構
築 した様 々 な情 報流 通 ル ー トの 要素の 一つ と して
位置づ け られ た 公共 図書館 は ，マ ス ・メ デ ィ ア を
は じめ とす る他 の メ デ ィ ア と比較 され つ つ 役割が
討究 され ， その プロ セ ス の 中 で 図書館 の み が果 た
しうる 固有 の 役割が 明 らか に さ れ て い っ た か ら で
ある 。
　 図書館 固有の 役割 とい うこ とを第三 番 目の ポ イ
ン ト と して ， さ ら に 詳 し く見 て い きた い 。 OWI
は基 本的 に は情報伝達 にお け る即効性 を重視す る
マ ス ・メ デ ィ ア 関係者 に よ っ て 構成 され た 組織で
あ っ た
84｝
。 しか し彼 らは メ デ ィ ア の 特性 にあわ せ
た複数の 伝達チ ャ ネル を戦 時情報 メ デ ィ ア と して
確 保す る こ との 重要性 を認識 して い た 。 そ の 結果 ，
戦 時情 報の 伝達チ ャ ネル の 一つ と して 図書館 は確
固たる 位置づ けが 与 え ら れ た の で あ る 。
　 トム ソ ン は戦時情報流 通 に お ける 公共図書館 の
メ デ ィ ア と して の 独 自性 に つ い て ，ス ロ ー ・メ デ
ィ ア ， フ ァ ース ト ・メ デ ィ ア と い う概 念 モ デ ル を
用 い て 説明 して い る as）。彼 は外交政 策 に お ける 図
書館の 位置 づ け を， フ ァ ース ト ・メ デ ィ ア で ある
マ ス ・メ デ ィ ア と対置 させ て ス ロ ー ・メ デ ィ ア と
表現 した 。 トム ソ ン は ス ロ ー・メ デ ィ ア と フ ァ ー
ス ト ・メ デ ィ ア の 相違 は相対 的で あ る とは い え，
両 者 は ま っ た く異質で あ る と述 べ る 。 ス ロ ー・メ
デ ィ ア は ， 目的 達 成 の た め に 時 間 が か か り，マ
ス ・メ デ ィ ア の よ うに効果 を即時 に 期待 する こ と
は で きな い S6）。
　 トム ソ ン が ス ロ ー ・メ デ ィ ア と して 意 図 した の
工工一leotronio 　 ibra y 　
Japan Society of Library and Information Science
NII-Electronic Library Service
apan 　 ooiety 　 f 　 ibra y 　 nd 　工 formation 　 oienoe
吉田　 コ ミ ュ ニ テ ィ ・メ デ ィ ア 七 ン ターと して の 公共図書館　133
は 海外に設立 され た 図書館 で あ っ た が ， こ う した
捉 え方は ア メ リ カ 国 内 の 公共 図書館の あ り方を議
論す る場合 に も充分示唆的 で ある 。 す なわ ち第二
次世 界大戦 中 ， 全米 の 公共 図書館は 戦時情 報 を市
民に 供給す るた め の 重要 な情報サ ー ビス 拠 点とな
っ た 。 しか し公共 図書館 は単 に情報提 供の 機 能 を
担 っ た だ けで は なか っ た 。 公共図書館 は戦 時情報
を自分 自身で 判 断 し生 活の 中に 活か して 行 くこ と
の で きる 高 い 情報活用能力 を持 っ た市民 を長期 的
視座の もと に育成す る場 と して 固有 の 役割 を持 っ
て い た 。
　第 一次大 戦 と第二 次世界大戦 にお い て ア メ リ カ
社会の メ デ ィ ア の あ り方 は大 き く変化 した 。 マ
ス ・メ デ ィ ァ は完全 に市民生 活の 中 に 溶け 込 み ，
多様 な メ デ ィ ア はそ の 特性 に応 じて 戦争に動員 さ
れ た
87）
。 第二 次世 界大戦 の メ デ ィ ア 政策 に お い て ，
公共 図書館 は 長期的 な影響 力 を持 つ 穏健 な メ デ ィ
ア と して
，
マ ス ・メ デ ィ ア とは 区別 され 位置づ け
られ て い た 。 図 書館 プ ロ グ ラ ム 部長 を つ とめ た ハ
ワ ー ドが述 べ る よ うに図書館 は 「組織化 され た 知
識 を利用 し， 偏見 を克服 し， 人々 と状況 と問題 を
理解 して い くた め に 最 も価値 ある 場」 と し て ア メ
リ カ社 会の なか に存在 して い た の で ある SS）。 戦 時
期の 公共図書館は ， 図書館 は正確 な戦時情 報 を市
民 に 送 り届 ける機 能 を持 つ と共 に
，
図 書館 自体が
フ ァ シ ズ ム へ の 対抗姿勢 を表現す る メ デ ィ ア と し




　本稿を締め く くる に あ た っ て ，よ りマ ク ロ な視
野か ら図書館 と戦時情報サ ービ ス に つ い て 考察 を
行な い た い 。 戦時情報 に つ い て 公 共図害館 の 果 た
した役割は，情報サ ービ ス にお ける複数チ ャ ネ ル
の 重要性 と情報伝達 に お ける 穏健 な 方法 を示 す も
の で あ っ た 。 こ の 成 果 は， コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 研
究に お ける情報伝達モ デ ル を参照 する こ とに よ っ
て い っ そ う明 ら か に す る こ と が で きる 。 すなわ ち
1920年代 か ら 1940年代 に は ，情報 の 送 り手か ら
受け手 へ の 直接的 な効果 を強調する弾 丸効果 モ デ
ル が コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン ・モ デ ル の 主 流で あ っ
た 。
一方 ， 1944年 に ラ ザ ース フ ェ ル ドが 定 式化
した コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 二 段階理論 は ，メ デ ィ
ア の 弾 丸効 果 を否定 し，マ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ
ン の 効果が オ ピニ オ ン ・リ ーダ ーな どの 存在を通
して ，間接的 に送 り手か ら受け手へ と伝達 され て
い くこ とを説 く もの で あ っ た。
　 図書館 は利用者 へ の 直接 的 な情報サ ー ビス と同
時に ，オ ピ ニ オ ン ・リーダ ーの 育成 とい う面で も
重要 な文化機関 で あ っ た 。 特 に こ の 効果が 高か っ
た の は OWI が 海外 に設 立 した 公共 図書 館 に お い
て で あ る 。 非英語圏で は ， 英語 の 資料は その ま ま
で は一般市民 に到達す る こ とが 困難な代用 メデ ィ
ア （poor　vehicle ）で あ り， そ れ ゆ え OMq の 図書
館 で は外国 の 知識 人 や リーダーを図書館 へ と導 く
こ とに最大限の 努 力が払 われ ，オ ピ ニ オ ン ・リー
ダーが新 しい 理念 を一般市民に 伝達 して い っ た
90）
。
OWI 図書館 の 利用者 す なわ ち受け手 は 外 国語 へ
の 精通 など の 条件 が必要 で あ り，そ の 制限 的条件
は マ ス ・メ デ ィ ア と の 競合 を退 けて い た 。 つ ま り
OMq 図書館は そ の 情報サ ービ ス を通 じて オ ピ ニ
オ ン ・リーダーを形成す る 土壌 とな っ て い た91）。
　 上 記 に 述 べ た よ うな 図書館 の 特徴 ／理 念 は 戦
後 ，日本 に設立 され た CIE 図書館に も 当て は め
る こ と が で きる
92｝
。 ア メ リ カ の 戦後 の 対 外文化 政
策は ，出版 ， ラ ジ オ，映画 な ど多様 なメ デ ィ ア を
流通 させ て い くとい う 1940年代初期 に 形成 され
た ア メ リ カ の メ デ ィ ア 政策 を基盤 と して 持 つ もの
とみ なす こ とが で きる93）。
　情報政策 は 常 に情報の 自由 な流 通 と情報 の 統制
の 矛盾 を孕 ん だもの と して 存在 して い る 。 こ の矛
盾 は，OWI 時代 に あ っ て は ， 情 報 の 民 主 的開 示
と戦時情報の 隠蔽 とい うか た ち を とる もの で あ っ
た
94）
。 本稿で は矛盾 をかかえなが らも情報統制 に
偏 向す る こ とな く情報開示 を実現 して い こ うとす
る OWI の 情報政策 に つ い て分析 を行 い ，　 OW1 が
基 本的 に 情報 の 自由な ア ク セ ス を標 榜 し，OWI
を サ ポ ー トした ALA も ま た こ う した 理 念 を共有
して い た こ とを明 らか に した 。 図書館が そ の 本源
に 自由な情報流通 と情報統制 の 機 能を常 に 併せ 持
っ た文化 機関 で あ る こ とか ら生 ずる矛盾 に つ い て
は
， 個別の 事 例 を深 く掘 り下 げ慎重 に検証 し て い
く必 要が あ り，今後 の 課題 と した い 。
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　　 書館 自体 が メ デ ィ ア と して 機能 す る 特性 か ら も
　　 討究 し て い くべ きで あ る 。 特に 第二 次世 界大戦
　　 期 に お い て 図 書 館 は 市民 に 戦時情報 を伝達 す る
　　　メ デ ィ ア の 1 つ として 重要 な役割 を果 た して い
　　　る 。 本論文 で は メ デ ィ ア と い う こ と ば を，  図
　　 書館内部の 資料，  情報機 関 と して の 図書 館 自
　　 体，の 両方 の 概 念 を包 み 込 む 広 義の 意味 で 用 い
　　　る こ と と した い 。
2）　 第
一
次世 界大戦 ，第 二 次世 界大戦 に お け る ALA
　　 の 活動 に 関 し て は 次 の 2 つ の 文献 を 参照 の こ と。
　　 村 上美代治．「第一次世界大戦 と 図書館活動一戦
　　 時 下 の ALA 活動一」 『大 図 研論 文集』 第 13号 ，
　　 1986 年 4 月，p．39−50．村 上 美代 治．「第二 次世
　　 界大戦 と ア メ リ カ の 図書館 活動一 ア メ リ カ の 世
　　 界 戦 略 と 図書 館 政策一」『大 図 研 論文集』 第 15
　　 号，1989 年 6 月，p．123− 133．
3） Th ・ m ・・ n ，　Ch ・・1・・ A ．（IV・・se・・　lnf・・mation 　Seniice　of
　　 the　United　States　Covernment・Washington ，　D ．　C ．，
　　 The 　Breokings　Institution，1948，　vii，397p ．
4）　 Thomson ，　 Charles　 A ．　 and 　 Walker 　 H 、　 Laves．
　　 Cultural　 Retations 　and 　u・s・ Foreign　Polic）・．
　　 Bloomington ，　Indiana 　 Universit），　 Press，1963，
　　 227p．
5）　 Willkler ，　Allan　M ．　The　Politics　of 　ProPaganda ； The
　　 Office　of 　VVar　Infonnation，1942− 1945．　New 　Haven ，
　　 Yale　University　Press ，1978，　x，230p．
6）　　Kraske ，　 Gary 　E ．　 Missienaries　 of 　the　Book ’ Tlte
　　 A ・・ten
’
can ノ跏 鰐 彫 ∬ i・π αη4 ’々 θ o 晦ξ褊 ・ジび漉 己
　　 States　 CultttTal　 Dil）t・mac ）・．　 Westport ，　 Conn ．，





anship 　and 　lnferm ，ation 　Science，　Nu ，nber54 ）
7）　　stielow」Frederick　J．


















prochement ： Carl　Milam ，　Archiba 】d　MacLeish ，
and 　World 　War 　II．”L歪伽 燃 and 　Clttture．　Vol．25，
No ．4，　Fa【】1990，　p．513−533．
今 ま ど 子 「ア メ リ カ の 情報交流 と図書館一 CIE
図書館 と の 係 わ りに お い て一」『中央大学 文学部
紀要』第 4号 （通 巻 156号），1994 ， p29 −42．
前 掲 2），　p，123
−133．
根本　彰 「占領期 図書館政 策研究 の 意義 と方法」
『占領期図書館研究 の 課題』東京大学大学院教育
学研 究科 図書館情 報学研究室 ，1999，p．14−15．
（占領期 図 書館研 究　第 1 集）
ALA 文書 に つ い て は 次 の 文献 を参考 の こ と 。 根
本彰 「占領期図書館政策 を 解明す る た め の 在米
資 料 の 紹介」 『日本 図書 館情報学会誌』Vo1．45，






OWI の 成 立 や OSS な ど 他 の 情報機関 と の 関係 に
つ い て は トム ソ ン の 先 行 研 究 を 参 照 の こ と 。  
前掲 3），p．17−35．　 OWI の 成立 の 経緯 に つ い て
は 次 の 2 つ の 文 献 に 詳 し い 。  前 掲 5）， p．
8−37．，  BishoP ，　Robert 　L．“An 　A 亅nerican 　voice ：
uncertain 　beginnings，”丿b秘 7 γzα ’お観 MonegraPh 　Vol．
19，1971，　p．　22
−39．OSS と 図 書 館 界及 び 第二 次世
界大戦 中の ドキ ュ メ ン テ ーシ ョ ン 活動 の 関 係 に
つ い て は 次 の 2 つ の 文献 を参 照 の こ と 。   山 本
武彦．「第 二 次対戦 中の 米 国 の 情報活動一米戦 略
情 報局 （OSS ）の 活動 を 扱 っ た 二 著作 を手懸 り
に し て 一」 『参 考書誌 研 究』第 16 号 ，1978，p．
1− 14．，  Richards ，　Pamela 　Spence 　“lnf（）rmatien
Science　 in　Wartime ； Piolleer 　Documentation
Activities量n 　N4Torld　SMar　II，”ノoutvtat 〔if　the　A7nerican
Societ），ノbr　Infor？nation 　Science，　vol ．39．　no ．5，　Sept．
1988，p．301−306．　 OSS の 情報活動 に つ い て ラ ジ
オ ・メ デ ィ ア を対象に 分析 を行 な っ た 山本武利
は，OWI と OSS の 相違 をブ ラ ッ ク ・プ ロ パ ガ ン
ダ，ホ ワ イ ト ・プ ロ パ ガ ン ダ と い う 概 念 を 用 い
て 詳 し く解説 し て い る 。   山 本 武利 『ブ ラ ッ














DSI は cet の 調査 ・分析 部 （R
』
＆ A ： Research
＆ Analysis 　Branch ）の 一部門 で あ っ た 。 前掲 17）
  ，P．3−4．
マ ク リーシ ュ が OWI 副局長 に 就任す る まで の 経
工工一leotronio 　 ibra y 　
Japan Society of Library and Information Science
NII-Electronic Library Service
apan 　 ooiety 　 f 　 ibra y 　 nd 　工 formation 　 oienoe



















緯 と，OWI に 対 す る マ ク リーシ ュ の 影響 に つ い
て は ウ ィ ン ク ラ ーの 論 考 に 詳 し い 。前 掲 5），
8−37．
Hat ’old 　 D．　Lasswell　to　Archibald 　MacLeish ，14−
Febntar ｝，・1941，　Archibald　MacLeish 　Papers，　Box
．52，0fflce　of　Facts＆ Figures −Gorresponden（：e ．
Archibald 　MacLeish 　to　Hat’o ］d　Smith ，20−
February・1942，　Archibald　MacLeish 　Papers，　Box
52，0fflce　of 　Facts＆ Figures−Corresponclence ・
OW 設立 以 前は メ デ ィ ア の 種類 に よ り，管轄部
署 が 異 な っ て い た。す なわ ち ラ ジ オ に つ い て は
連 邦 通 信 委員 会 が，映 画 に つ い て は OGR が ，印




同上，p．1919．両者 の 経歴 や 文学界 で の 位置 づ
け と そ の 後の 政 治活動 との か か わ りに つ い て は ，
次 を参照 の こ と。前掲 5），p．8−37．





Cemmuni り： PaPers　 Presen‘ed 　 before　 the ムゴわrary
institttte　at　the　University　of 　Chicagv．　Altgtast　23− 28，




海外 に 設立 され た ア メ リ カ 図書館に つ い て は ，
今 の 先行研究 を参照 の こ と 。 今 は ，こ の 時期 に
設 立 さ れ た 図 書館 が 戦 後，占領 期 に 日 本 に 設 置
された CIE 図書館 の 原型 で あ る こ と を指摘 して
い る 。 前掲 8），p，29−42．
前掲 3），p．32．
ア メ リ カ コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 研究 の リーダー的
存在 で あ っ た コ ロ ン ビ ア 大 学 応 用 社 会研 究所 で
は，OW 【か らの 依頼 を受 け て 戦争映画 の 心理学
的分析を行な っ た 。 Lazarsfeld，　Paul　Felix．
“
社会
調査 に お け る ひ と つ の エ ピ ソ ー ド ： メ モ ワ ー
ル
”
，『社 会科学者 ・心 理 学者』荒 川 幾男他訳 み
すず書房，1973，p，261−262．
前掲 18），p．2．デ モ ク ラ シ
ーとい う言葉 は きわ
め て多様 な意味 を持 つ 用語 で あ り，そ れ が 意味
す る範 囲 も多様 で あ る 。 特 に 第 二 次世 界大戦 中 ，
メ デ ィ ア 戦 略 の な か で 用 い ら れ た 「デ モ ク ラ シ
ー」 と い うこ と ば と現在 の デ モ ク ラ シ ーと い う
用語 に は ず れ が あ り，前者 は 指 し示 す範囲 が 限
定 され て い る 。 すな わ ち OWI が 標榜 し た 「デ モ
ク ラ シ ー」と は ，戦勝 に 向 け て の 情報 政策理 念
の 一つ で あ り，コ ミ ュ ニ テ ィ の 多様な メ デ ィ ア
が 多 元 的 に 配 置 さ れ 戦 時体制 の な か で 適切 に 利
用 さ れ る こ と を前提 と した もの で あ っ た 。 し か
しこ う した 前提 は ，OW1 と い う特定 の 機関 が 決
定 した もの に す ぎな い 。OM ，1 の メ デ ィ ア 戦略 理












す る メ デ ィ ア 政 策 の 範 囲内 で 「デ モ ク ラ シ ー」
を追求 し て い た の で あ る。現 代 的 に 見 た 場 合 ，
OMq が 標 榜 し た 「デ モ ク ラ シ ー」 は デ モ ク ラ シ
ー概 念 の き わ め て 限定 的 な意 味 の 範 囲 内 で あ っ
た こ と に 留意 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 点 は 図
癬館研 究 の 別 の 課題 と して あ ら た め て 議論 が 必
要 で あ ろ う。本稿 で は ，0 湖 お よ び ALA に よ っ
て 使用 され た 限定 的 な デ モ ク ラ シ ーに 関 し て は
「デ モ ク ラ シ 」ー と表記 し，現 代 の 使 用 法 と は 区
別して い る 。
ア メ リ カ の メ デ ィ ア 政策 自体 が い か に 戦略 的 に
設計 さ れ て い た か に つ い て は 次 の 2 つ の 資 料 に
詳 し い 。   前 掲 18），  Voss ，　 Frederick 　 S．
脚 ｛π ‘伽 9 ‘he　War ： 7
’he／bum ‘砺 眦 C 側 邵 ‘‘98 ｛ゾレVOTId
War 　JL　Washington ，　D ・　C ・，　Smithsonian
lnstitutien ，1994，　x ，218p ．　OWi の 情報機関と して
の 理 想主義は ，戦 局の 前線 と の 軋轢 を生 み 出す
こ と に な っ た 。 次 の 2 つ の 文 献 は 市 民 へ の 情 報
開示 に 力 を注 い だ デ ーヴ ィ ス と情報 提供 に 慎 重
な 姿勢 を 見 せ る 軍部 と の 間 の 対 立 に つ い て 論 及
し て い る。  長尾龍一 『ア メ リ カ 知識 人 と極 東
一 ラ テ ィ モ ア と そ の 時代』東 京大学 出 版 会，
1985，P．45−46，  Washbu ・ n ，　Pat ・ick　S．
“Ornce
of 　War 　Inforrnation，
”Histo，　｝i　of 　the　Mass 　Media 　in




1940年代 初 頭 の 図 書館界 の 外 交政 策 に か か わ る
マ イ ラ ム の 活動 方針 に つ い て は ，次 の 文献 を参
照 の こ と。 Lincove ，　David　A ．“Activists　for　inter−





1942年 8 月の 時点 で の プ ロ ジ ェ ク トに つ い て は，
マ イ ラ ム が 載 時 図 書館 委員 会 （Committee 　 on
Libraries　 and 【he　 War ） に あ て た メ モ “ALA
Wartime 　Program ”に よ る 。　Carl　H ，　MiLam しo 　the
Commi 【tee 　oll　Libraries　 and 　 the 　War ，19Aug −
1942，ALA 　AI℃ hives，89／2／6　Box2．
第二 次世 界大戦中 の マ ク リ ーシ ュ と マ イ ラ ム の
関係及 び 図害館界 の 動 向 に つ い て は 次 の 論文 に




Garl　H ，　Milam 　to　AI・chiba 【d　MacLeish ，19−Aug −
1942，ALA 　Archives ，89／2／6　Bex2 ．
同上 ．






　 Message 　 to　American
Librarians．”ALA 　Buttetin．　Vol ．36，　No ．　 IL 　Oct ．
1942，p．583．
工工一leotronio 　 ibra y 　
Japan Society of Library and Information Science
NII-Electronic Library Service







































36，no ．11，0ct 　1942 ，　p．585 ．
Long ，　Fcm ．
“America 　and 　the 　war ： this　is　our
war ，




　 Fern ．“America 　 and 　 the 　 war ； America ’s
future，
”ALA 　Bittletin，　Vol．36．　No ．13，　Nov ．1942，　p，
799−807．，Long ，　Fern ．“A 皿 erica 　ar 】d　tle　war ： The
World 　Tomorrow ，
”ALA 　Butletin，　Vel．36，　 nQ ．14，
Dec 　1，1942，　p．847−855．
John　Mackenzie 　Cory 　to 　Charles　H ．　Brown ，15
Fel｝ 1943，ALA 　Archives，2／4／60，　Box9 ．
Elmer 　Davis　to　The 　Heads 　o 『All　Departments
and 　Agencies ，　25−sept −1942，　ALA 　Archives ，
2／4／60，Box3 ，　 Advance 　Re ］ease ； Afternoon
Papers ，　25・Sept−1942，　ALA 　Archives，　2／4／60，
Box3 ．
Elmer 　Davis　 to　The 　Heads 　 of 　All　Departments
and 　Agencics ，6・Nov −1942，　ALA 　Archives，2／4／60，
Box3 ．
Elmer 　 Davis　 to 　 a11 　 Gove 「 nment 【nformatiQn
Directors　 and 　Chiefs ．22−December −1942，　ALA
Archives，2／4／60，　Box3 ．
」ohn 　M ．　Cory 　to　Carl　H ．　Milam ，12−Jan−1943，　ALA
Archivcs，2／4／60，　Box5 ．





John　M 　Cory　to　Carl　H ．　Milam ，8Jan−1943，　ALA
Archives，2／4／60，　Box5 ．
Paul　Howard　to　john　M ．　CQry，18−Oct−1942，　ALA
Archives，2／4／60，　Box3 ，覚書 は ALA の 公式報告 で
は な くハ ワ ードの 個 人的 見解だ と注記 さ れ て い
る もの の ，ハ ワードの 打 ち出 した 方針 は ALA の
方針と 重 な る と み て よ い だ ろ う 。
“Memorandum 　 on 　 the 　 Publication　 and





cory，　John　Mackenzie ．“Libraries　alld 　the 　o 田 ce
of 　War 　lnf［）rmation ，”AILA　Bulietin．　Vo ］．37，　No．　2，
Feb　1943，　p．40．
同上 ，p．38．
John　M ，　Cory 　to　Carl　H ．　Mi ］am ， 13−April−1943，
ALA 　Archives，2／4／60，　Box9 ．
こ の 計画 に つ い て は 説明 は 行 わ れ て い な い 。
前 掲 61＞，p．41．
各地 の 図 書館 が OW 星を戦 時情報 サ ービ ス の 情報































OWI の 情報提供 サ ポートを 感謝 す る ボ ス トン 公
共 図書館 の 次 の よ うな資 料 が あ る 。 Milton　E ．
Lord　to　Henry 　Cabot 　Lodge ，21−June−1943，　ALA
Archives，2／4／60，　Box9 ．
ALA の PR 局 長 ピ ータ ー ソ ン の メ モ に よ る 。
01ga 　Peterson　 to 　Warren ，2・October−1943，　ALA
Archivcs，2／4／60，　Box7．
LibraT；p　War 　（laide，　November ，1943，　ALA 　Ar〔hives，
2／4／60， Box7．
分館 を含 め た数で あ ろ う。
Howard
，　Paul．




Summary 　of 　Washington 　Conference ，1〔Lll−Nov −
1942，AL へ Archives，89／2／6 ，Box2 ．
Rothrock 　Mary 　U ．【o 　Paul 　C．　Reed ，24−Nov −1942，
ALA 　Archives ，89／2／6 ，Box2 ．
“OWrs 　War 　Film　Program ，
”ALA 　B 冠 ’擁 η．　Vol．37，
No ・1，Jan．1943，　P．14，
同 上 ，p．14．






Through 　Pub 且ic　Libraries ，
”2−April−1943，　ALA
Archives ，89／2／6 ，Box2 ．
同 上
Mary 　U ，　Rothrock 　tQ　Executi Ψ e　Board 　and 　the
Adult 　Education 　Board ，　2・Aprit −1943，　ALA
Archives，　89／2／6 ，Box2 ．
Mary 　 U ．　 Rothrock 　 to　 Members 　 of 　 the 　 Audio −
Visual　Committee ，2・April−1943，　ALA 　Archives，
89／2／6 ，Box2 ．
“OWI 　　 Film 　　 Advisory 　　 Committee







前掲 3），p．225−227．トム ソ ン が ，フ ァ ース ト ・
メ デ ィ ア と し て あ げ た の は ラ ジ オ ，映画，出版
で あ り，ス ロ ー ・メ デ ィ ア と し て あ げ た の は 海
外 の 図 書 館 ・研究所へ の 支援 プ ロ グ ラ ム ，人材
派遣 プ ロ グ ラ ム で あ る 。
前掲 3），p，225．
ア メ リ カ で は 1940 年代 は じ め か ら各 マ ス メ デ ィ
ア 固有 の 役割 の 明確化 とそ の 研 究が すす め ら れ
て い た 。 プ ロ パ ガ ン ダ に つ い て 研 究 して い た政
治学者 ラ ス ウ ェ ル を代表 と して ア メ リ カ 議会 図
書館 に 設置 され た戦時 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 研究
プ ロ ジ ェ ク　ト　 （Wartime 　Communication
Research 　Pr（）ject） は ， そ の 代表的 な 研究組織で
あ っ た 。 こ う した 研 究 の導引役 を 務 め た マ ク リ
ーシ ュ を副 局長 とす る OWI は，そ もそ も多様 な
工工一leotronio 　 ibra y 　
Japan Society of Library and Information Science
NII-Electronic Library Service
apan 　 ooiety 　 f 　 ibra y 　 nd 　工 formation 　 oienoe
88）
89）
吉田 ：コ ミ ュ ニ テ ィ ・メ デ ィ ア セ ン ターと し て の 公共図魯館　ノ37
メ デ ィ ア を い か に し て 効率 的 に 配置 す る か と い
う課題 に とり くむ こ とを 目 的 と した 機関 で あ っ
た 。 Harold 　D ．　LasswelL　 to 　ArchibalCl　MacLeish ．
14−February ・1941，　Archibald 　M　 acLeish 　Papers ，
Box52 ，　　0ffice　　of 　　Facts　　＆　　　Figures
−
Correspondence ，　p．33−36．第二 次世界大戦 中の
ア メ リ カ に お け る プ ロ パ ガ ン ダ 研究 の 展開 に つ
い て は 次 の 文献 を参照 の こ と。前掲 17）  ，p．
283−299．
前掲 70），p．24．
第 二 次世 界大戦 に お け る ポ ピ ュ ラ ー ・ミ ュ ージ
ッ ク と戦 勝 サ ービ ス に つ い て 論 じた ス トウ は ，
芸術 ・文化 を フ ァ シ ズ ム へ の 対 抗力 と と ら え ，
デ モ ク ラ シ ーを ア メ リカ 人 と して の ア イデ ン テ
ィ テ ィ の 感覚 に 結 び つ け る た め に ポ ピ ュ ラ ー ・
ミ ュ ージ ッ ク が 重要 な 役割 を 果 た した こ と を 明
ら か に して い る 。 Stowe ，　David　W ．『ス ウ ィ ン
グ ： ビ ッ グ バ ン ドの ジ ャ ズ と ア メ リ カ の 文化』






p．204．戦時情報 サ ービ ス を通 じ て デ モ ク ラ シ ー
の 砦と し て の 意義 を強
’
調 し て い た 公 共 図 書 館 も
また ，戦 時期 ア メ リ カ社 会 に お い て 市 民 の ナ シ
ョ ナ ル ・ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 強化 す る た め の 場
と して 存在 し て い た 。
前掲 6），p．　258
−259．
前掲 4），p．85．，前掲 6），　 p．259．
CIE 図 書館 に つ い て は 今の 先行研 究 を参考 の こ
と 。 前掲 8）
占領期 に お け る ア メ リ カ の 対 日 本文化 政 策 に お
け る メ デ ィ ア の 考 え方 に 関 して は 次 の 文献 を参
照 。 占領期 日 本 へ の 中村 百合 子 ・三 浦太郎；占領
期 に お け る 教育使節団 か ら の 「本 の 贈 り物」 『図
書館文化史研究』 no ．18，2001，　 p．44
−47．
占領期 の 日本 に お い て は ，情報 政 策 の 矛盾 は ，
「民 主主義思想 の 普及」 と 「占領理念 に 反す る考
え を排除する情報統制」と い うか た ちで 示 さ れ
て い た 。同上，p．　46−47，66−67．
The　Public　Library　as 　a　eornmunity 　media 　eenter ：The 　wartime 　library　policy　of
　　　　　　　American 　Library　Association　and 　Office　of　War 　lnformation
Yuko　YOS 且 IDA
翫 寝ノersity 　of 　Li　braγZt　an ｛1∬d弄fOT−nzatio ？z　Science
　　Various　media 　were 　used 　in　World 　War 　II　as　a　part　of　the　war 　effort ，　and 　public　libraries　were 　rec −
ognized 　as 　disseminators　of 　wanime 　inf（）rmation ．　The　purpose　of 　this　paper　is　to　illustrate　the　role 　of
the　library　in　American 　medium 　policy，　by　analyzing 　the　wartime 　infbrmation　service 　provided　by
the　Ameriean　Library　Association（ALA ）and 　the　Office　of 　War 　lnformation （OWI ）using 　Ameriean
Library　Association　Archives ，　University　of 　Illinois　Urbana −Champaign 　Library．　As　a　result 　of
examining 　the　war −related 　infbrmation　program　promoted　by　the　ALA 　and 　the　OWI ，　it　became 　clear
that　public　libraries　were 　a　significant 　part　of 　the　governmental 　medium 　strat6gy ．　The 　public　library
負mctioned 　as 　a　center 　of 　wartime 　infbrmation　and 　librarians　had　the　responsibi 】ity　fbr　supplying 　nec −
essary 　inf〈）rmation 　fbr　citizens ．　The 　dif血 sion 　of　infbrmation　was 　done　through　the　various 　media 　that
contained 　not 　only 　printed　matter 　but　also 　audiovisual 　materials ．　The　in丘）rmation 　service 　provided
by　the　close 　relationship 　between 　the　ALA 　and 　the　OWI 　was 　based　on 　the　idea　that　adequate 　infor−
mation 　diffUsion　was 　essential　for　the　informed　citizen 　who 　supported 　democratic　society ．
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